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は
じ
め
に

　
長
い
中
国
の
歴
史
の
な
か
で
も
、
唐
代
は
、
他
の
時
代
と
比
較
し
て
国
際
色

が
極
め
て
豊
か
で
あ
っ
た
と
い
う
特
徴
が
、
従
来
し
ば
し
ば
強
調
さ
れ
る
。
そ

の
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
唐
代
中
国
に
多
く
の
非
漢
族
が
渡
来
し
た
た
め
で
あ
る

が
、
そ
う
し
た
唐
在
住
外
国
人
の
な
か
で
も
、
一
般
的
に
最
も
異
国
情
緒
あ
ふ

れ
る
雰
囲
気
と
し
て
意
識
さ
れ
る
の
は
、
イ
ラ
ン
系
ソ
グ
ド
人
で
あ
ろ
う
。

　
ソ
グ
ド
人
は
、
ア
ム
・
ダ
リ
ア
と
シ
ル
・
ダ
リ
ア
の
間
、
現
在
の
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
と
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
の
一
部
の
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
地
方
と
呼
ば
れ
る
オ
ア
シ

ス
に
住
ん
で
い
た
イ
ラ
ン
系
住
民
で
、
遅
く
と
も
後
漢
時
代
に
は
頻
繁
に
中
国

に
交
易
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
以
後
八
世
紀
中
ご
ろ
に
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
本
土

が
イ
ス
ラ
ム
化
し
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
交
易
を
ウ
イ
グ
ル
商
人
に
取
っ
て
代
わ
ら

れ
る
ま
で
の
約
七
五
〇
年
間
、
交
易
の
中
心
を
担
う
人
々
で
あ
っ
た
。

　
ソ
グ
ド
人
に
関
す
る
研
究
は
、
一
九
〇
六
年
の
敦
煙
文
書
の
発
見
に
始
ま
り
、

幾
多
の
碩
学
の
研
究
を
経
て
、
近
年
で
は
固
原
の
ソ
グ
ド
墓
群
（
一
九
八
七
年

～
）
や
安
伽
墓
の
彩
色
石
屏
風
・
墓
誌
（
二
〇
〇
〇
年
）
の
新
発
掘
が
再
び
拍

車
を
か
け
、
現
在
世
界
各
国
で
歴
史
・
言
語
・
美
術
な
ど
各
分
野
に
お
い
て
盛

ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
周
知
の
と
お
り
、
近
年
中
国
で
は
、
唐
代
前
後
の
墓
誌
が
次
々
と
発
掘
調
査

さ
れ
て
い
る
。
墓
誌
と
は
、
墓
主
の
姓
名
や
功
績
を
讃
辞
と
と
も
に
数
百
ほ
ど

の
文
字
に
し
て
石
材
に
刻
み
、
墓
中
に
埋
め
た
も
の
で
、
一
九
八
〇
年
代
以
降

に
発
見
さ
れ
た
唐
代
墓
誌
だ
け
で
も
、
そ
の
数
実
に
六
〇
〇
〇
点
を
優
に
超
え

る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
多
く
は
、
漢
族
の
墓
誌
で
あ
る
が
、
非
漢
族
の
も
の
も
少

な
く
は
な
く
、
中
で
も
い
わ
ゆ
る
ソ
グ
ド
姓
（
安
・
康
・
米
・
石
・
史
・
何
・

曹
な
ど
）
を
持
つ
も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
通
常
、
一
点
の
墓
誌
か
ら
は
多
く
の
情
報
が
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
は
そ
う
し
た
情
報
を
検
出
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
新
知
見
に
も
と
つ
い
て
歴
史
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
よ
う
と
す
る
研
究
が
多

か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
決
し
て
誤
っ
た
方
法
で
は
な
い
が
、
一
方
で
は

そ
の
た
め
に
、
唐
三
〇
〇
年
に
渡
っ
て
、
ソ
グ
ド
人
の
墓
誌
は
ど
の
よ
う
な
あ
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り
方
を
示
す
の
か
と
い
う
、
全
体
的
な
傾
向
を
解
明
す
る
視
点
が
薄
れ
が
ち
で

あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
は
、
上
記
の
い
わ
ゆ
る
ソ
グ
ド
姓
の
な
か
で
も
、
石
・
史
・
何
・
曹

の
姓
を
名
乗
る
の
は
、
ソ
グ
ド
人
だ
け
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
唐
代
ソ

グ
ド
人
墓
誌
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
一
体
ど
こ
ま
で
を
ソ
グ
ド
人
と
認

定
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
問
題
が
、
依
然
と
し
て
不
明
瞭
な
ま
ま
残
さ
れ
て

い
る
。

　
そ
こ
で
小
論
で
は
、
ソ
グ
ド
姓
を
有
す
る
墓
誌
を
網
羅
的
に
収
集
・
分
析
し
、

ソ
グ
ド
姓
墓
誌
の
う
ち
、
ど
こ
ま
で
を
ソ
グ
ド
人
と
見
て
間
違
い
な
い
の
か
、

そ
の
方
法
を
提
示
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
結
果
を
述
べ
て
み
た
い
。

凡
例
・
論
文
中
の
墓
誌
銘
の
表
記
は
、
「
墓
誌
銘
」
（
國
囲
圏
囹
埋
葬
年
月
日
）
と

　
し
て
示
し
た
。
整
理
番
号
は
、
著
者
が
便
宜
上
用
い
た
番
号
で
、
埋
葬
年
順

　
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
例
　
「
何
盛
墓
誌
」
（
同
国
①
㎝
G
。
永
徽
↑
⑳
器
）

・
墓
誌
銘
の
題
名
及
び
引
用
文
の
字
体
は
、
極
力
拓
本
に
従
っ
た
。
ま
た
、
墓

　
誌
の
記
載
が
不
明
瞭
で
読
解
が
で
き
な
い
部
分
を
口
と
記
し
た
。

　
論
文
中
の
漢
文
引
用
で
著
者
に
よ
る
省
略
は
…
…
と
記
し
た
。

第
［
節
　
ソ
グ
ド
姓

　
唐
に
在
住
し
た
ソ
グ
ド
人
の
足
跡
を
た
ど
る
際
に
、
ま
ず
手
が
か
り
と
な
る

の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ソ
グ
ド
姓
」
を
た
ど
る
こ
と
で
あ
る
。
『
旧
唐
書
』
巻
一

〇
四
、
再
野
翰
伝
に
は
、

　
　
蕃
人
多
以
部
落
称
姓
、
因
以
為
氏
。

と
あ
り
、
こ
の
記
載
の
よ
う
に
、
内
附
し
た
異
民
族
は
出
身
聚
落
名
を
姓
と
す

る
こ
と
が
多
く
、
ソ
グ
ド
人
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
地

方
に
は
康
国
・
安
国
・
曹
国
・
石
国
な
ど
の
オ
ア
シ
ス
都
市
が
点
在
し
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

そ
れ
ぞ
れ
が
緩
や
か
な
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
『
新
唐
書
』
巻
二
二

一
下
、
西
域
伝
に
は
こ
れ
ら
の
都
市
が
列
記
さ
れ
て
お
り
、
現
在
以
下
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
（
2
）

に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
安
　
布
翻
・
捕
喝
．
ブ
ー
ハ
ー
ラ
（
U
」
葺
冨
茜
）

　
　
康
一
薩
末
鍵
・
颯
秣
建
一
サ
マ
ル
カ
ン
ド
（
Q
O
O
ゴ
P
P
「
貯
ρ
コ
α
）

　
　
米
一
彌
末
・
弼
秣
賀
　
マ
ー
イ
ム
ル
グ
（
ζ
巴
∋
¢
「
ひ
Q
）

　
　
石
一
柘
支
・
柘
折
・
緒
時
”
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
（
日
ロ
ω
莫
。
葺
）

　
　
史
　
怯
沙
・
編
霜
那
　
カ
シ
ャ
ー
ナ
・
キ
ッ
シ
ュ
（
閑
一
ω
げ
）

　
　
何
　
屈
霜
弥
迦
・
貴
霜
匿
一
ク
シ
ャ
ー
ニ
ャ
（
一
く
¢
の
げ
餌
ロ
一
評
餌
）

　
　
曹
　
卒
都
沙
那
・
蘇
封
沙
那
・
劫
布
咀
那
・
蘇
都
識
匿
”
カ
ブ
ー
ダ
ナ

　
　
　
　
（
閑
o
σ
o
ロ
O
冨
ロ
）

　
現
に
、
「
安
氏
妻
康
氏
墓
誌
」
（
團
O
雪
萬
載
通
天
卜
。
諏
）
に
は
、

　
　
　
夫
人
康
囲
大
首
領
之
女
也
。
以
本
囲
爲
氏

と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
都
市
名
を
姓
と
し
た
と
い
う
従
来

の
見
解
は
、
墓
誌
か
ら
も
承
認
で
き
る
。
こ
の
中
で
も
特
に
安
・
康
・
米
・

石
・
史
・
何
・
曹
の
七
姓
が
文
献
に
多
く
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
以
下
、
本
稿

で
は
こ
の
七
姓
を
分
析
対
象
と
す
る
。
ま
た
、
そ
の
祖
先
が
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
地

方
を
出
身
地
と
し
、
か
つ
内
附
後
出
身
聚
落
の
名
を
姓
と
し
た
者
、
ま
た
そ
の

姓
を
受
け
継
い
で
い
る
人
々
を
、
本
稿
で
は
「
ソ
グ
ド
人
」
と
称
す
る
。
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第
二
節
　
ソ
グ
ド
姓
墓
誌
の
分
類

一，

繒
W

　
ま
ず
は
じ
あ
に
、
ソ
グ
ド
七
姓
（
安
・
康
・
米
・
石
・
史
・
何
・
曹
）
で
、

唐
代
（
六
一
八
～
九
〇
七
年
）
に
埋
葬
さ
れ
た
も
の
に
限
っ
て
、
現
在
公
表
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

れ
て
い
る
墓
誌
を
す
べ
て
収
集
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
全
件
数
は
一
八
三
件
で
あ
り
、
う
ち
一
五
件
は
墓
誌
の
存
在
が

後
世
確
認
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
散
逸
し
た
も
の
あ
る
い
は
、
文
字
部
分

の
破
損
が
激
し
く
誌
文
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
合
葬
な
ど
個
人
の
情
報
が
得
ら
れ
る
も
の
を
考
慮
す
る
と
、
二
〇
六
人
分

の
記
載
を
確
認
し
た
く
図
表
l
V
。

　
ま
た
、
『
唐
代
墓
誌
所
在
総
合
目
録
』
に
よ
る
五
〇
年
ご
と
の
出
土
墓
誌
数

と
、
今
回
収
集
し
た
ソ
グ
ド
七
姓
の
全
墓
誌
の
五
〇
年
ご
と
の
墓
誌
数
と
の
比

率
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
収
集
対
象
を
ソ
グ
ド
姓
に
限
定
し
た
こ
と
に
よ
る
、
墓
誌

数
比
率
に
特
異
な
偏
り
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

二
．
判
定
と
分
類

　
収
集
し
た
墓
誌
を
使
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
記
載
内
容
に
応
じ
て
以
下

の
四
つ
に
分
類
し
た
。

　
①
ソ
グ
ド
人
で
あ
る
も
の
〈
図
表
2
＞
合
計
二
五
件

　
以
下
の
三
つ
の
条
件
を
設
け
、
い
ず
れ
か
を
満
た
し
て
い
る
場
合
に
①
と
判

定
し
た
。

　
第
一
は
、
例
え
ば
「
其
先
安
国
大
首
領
」
「
康
国
人
」
な
ど
の
ソ
グ
デ
ィ
ア

ナ
地
方
出
身
で
あ
る
と
分
か
る
直
接
的
な
表
現
が
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
第
二
は
、
先
祖
が
、
ソ
グ
ド
人
聚
落
を
統
括
し
て
い
た
と
い
う
「
薩
宝
」
の

位
に
就
い
て
い
る
こ
と
。
ソ
グ
ド
人
た
ち
は
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
ル
ー
ト
の
拠
点
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

貿
易
の
目
的
地
に
前
進
基
地
と
し
て
数
々
の
植
民
聚
落
を
形
成
し
た
。
薩
宝
は

中
国
内
地
に
お
け
る
ソ
グ
ド
人
植
民
聚
落
の
リ
ー
ダ
ー
に
、
中
国
側
か
ら
与
え

ら
れ
た
官
名
で
あ
る
。
こ
の
薩
宝
に
つ
い
て
は
、
既
に
多
く
の
研
究
が
あ
る
。

藤
田
豊
八
氏
は
「
通
商
の
目
的
を
以
て
支
那
に
旅
居
せ
る
胃
き
系
の
所
謂
頁

胡
若
し
く
は
商
胡
に
は
、
自
ら
そ
の
間
に
商
主
が
あ
り
、
政
府
は
そ
を
し
て
費

胡
即
ち
商
胡
を
統
制
せ
し
め
、
商
主
の
外
国
名
な
る
薩
宝
を
以
て
そ
の
官
名
と

　
　
　
　
　
（
6
）

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
指
摘
さ
れ
、
護
雅
夫
氏
は
ソ
グ
ド
の
植
民
聚
落
に
対

し
て
、
「
植
民
聚
落
で
は
社
会
構
成
に
お
い
て
も
、
行
政
機
構
に
お
い
て
も
、

大
筋
で
は
本
国
の
そ
れ
ら
を
模
倣
す
る
」
と
い
う
ソ
連
の
ク
リ
ャ
シ
ュ
ト
ル
ヌ

ィ
の
説
に
依
拠
し
、
中
国
に
お
い
て
も
本
国
の
制
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
さ

（
7
）

れ
た
。
さ
ら
に
羽
田
明
氏
は
「
薩
宝
の
統
治
下
に
、
ソ
グ
ド
人
の
隊
商
や
在
留

者
は
広
州
の
在
留
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
同
じ
よ
う
に
、
自
治
を
許
さ
れ
て
い
た

　
　
（
8
）

の
だ
ろ
う
。
」
と
推
測
さ
れ
た
。
ま
た
、
言
語
学
の
見
地
か
ら
、
吉
田
豊
氏
は

薩
宝
（
漢
字
の
中
古
音
は
組
8
留
）
が
「
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
リ
ー
ダ
ー
」
を

意
味
す
る
ソ
グ
ド
語
の
ω
、
詳
℃
．
≦
の
漢
字
音
写
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
9
）

こ
れ
に
よ
り
、
薩
宝
が
ソ
グ
ド
人
特
有
の
官
職
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
荒
川
正
晴
氏
は
墓
誌
資
料
を
使
い
、
北
朝
階
唐
時
代
に
置
か
れ
た
薩
宝
の
役

割
を
、
北
魏
か
ら
階
に
か
け
て
は
「
領
内
に
居
留
す
る
ソ
グ
ド
人
の
聚
落
を
統

括
さ
せ
る
た
め
の
」
自
治
的
聚
落
の
統
治
者
で
あ
っ
た
が
、
唐
で
は
ソ
グ
ド
人

の
多
く
が
信
仰
し
て
い
た
妖
教
（
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
）
の
「
祠
お
よ
び
そ
こ
に

集
う
祇
教
徒
の
管
理
を
管
掌
す
る
官
」
と
職
務
に
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指

　
　
　
　
（
1
0
）

摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
よ
り
、
薩
宝
と
い
う
官
職
が
ソ
グ
ド
人
に
の
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078a 3 720　．－8．10．21 649 72

078b 4
康固及妻趙氏墓誌 721開元9．10．11

687　　3．3，21 65【 37

079 、31 公　蕊， 722　－10．8、27 了．1

080a 3， 722　．’一IO．［1．30 ㈹3 60

｛｝80b 4、
康威墓謎 723開元IL2、B

7巴太　L3．6
081 3、 氏　兼 723　　　　－　lL1ユ．33　　　　　　　　　　　　　日　，、、 723　．－IL10．8 684 40

082 ③ 石暎墓誌 724開元12，4　　　石　　　暎 先進 男 723開元ILILM 656 68

083 1’〕 pg．‘ @　『六　　　噛 727　元15．2．29　　　　　　六 六 LlO，16 89

084a 727　－15」2ユ6
084b

4．

u1
醇府君及夫人史氏穂誌 728開元16．4

　　一V24　　12」6，4
085 3 了30　－19　6，23

同 82

086 4 ：人 日　　， 731　－19，4，7 了31　一τ19．2、26

087 3’ ，　工， 734　－2つ．略，9　　　幽 了：舛　一2り．3．8 699 36

088 〔3 ロ　　　　　　　ト 738　一り6．4．11　　口 了38　元26． 669 70

089 ．「「　1

L
了4G　－－28．10．1了 了40　二28，9．口 676 65

090 3 石 計， ．’

@　　　月 石 口

091 3． 口
塗， 742天　1．730 可 ム 742天　1，6．19 686 57

092 3’ 743天宝2．1223 744天　2」2．L4 701 44

093 営 【 愚‘　　， 744天宝3．H　23
嗣　　、　匿

744天こ3．8，20 668 77

094a 3 何 一 745天　3，12．28 6了8 68

094b 4
何知賃墓誌 749天宝7、5．27

E 748天’7．5．27 689 60

095 3 748天． 7．11．口 739　二27
096 ．3 恰　誌 749天．8．10

．ム

097 氏 氏　一 749天宝88．10 749天78，6．9 672 78

098a
トL

1
727　元15 648 60

098b

4、

D3
焦濃及妻曹氏墓誌 了5i天宝1⑪．3．1

750天五9．了．12

099 P P　　　　　＝　、 7甜天 B10．ワ3 P
’． 蹟 754天．13，7．23 68・1 71

756　晶L8．26 6了1 86100a

P00b 「
1

曹氏妻康氏墓誌 757聖武2．閏8．9
了57．尼2．7、i4 687 71

101 ．． 氏　　、 760　元3，2．22 758　－1．2．25 702 57

102 3
’L 765ア　　L6．21 675上一2．7．2 602 74

103 一 775一．　10．B．6 775　　10，6．【9 729 47

lO4 3 口　　　　　　　， 775　　10．8 口 775．　10．8．24 724 52

105 笥 　　　「u、
779　　14．4．27

r、

5．茎

106 ワ ’文　　・人　氏　　． 782 3，420 782 3．2．22 706 7了

10丁
量　， 782 39 782 3．7． 730 53

108 4 百　　　氏　雪、 了R4　．－1口

LOga ．D 方（ 元　． 793　－9．U．15 727 6了

109b 41

　兀　　　　　四
794貞元10．II．28

一1 ﾟ 771　　6．10．27

110 31 『　河『氏　　、 了95　－1i2．11 794貞．一10，7，21 72i 74

111 ．1、 石評 了97　－13．8．19 石 F 797　‘m32、20 717 8】

112
．
1 」F@　　　P

805　　L1219 1ぼ 785　－L9．21 694 92

113 ③ 曹〉（墓誌 807元和2．10」9 曹 尺 元意 男

u4a 792　－8，9．［9 717 76

1i4b

．3b

S、
史光墓誌 808元和3．且．27

808｝02，12 ロロ
ll5 3’ 口 809二　4、1L？ 口 809－『04．B 743 67

ll6 3． 人
幽
雪
　
F 812二　7525 8L2三’　了．5．20 783 30

ll了 ド4． 可氏 氏 ： 812『07，8
「 8Σ2－　7，8．1 744 69

ll8 石 一 81：研08．2，18 石 神一
」L

813二　8．工．K7 759 55

Ugn 4 808二U3、10、23 了16 93

ngb （3
田鷺及妻斉郡史氏墓誌 814元和9．10，6

814一09，8．9 750 65

1ワ0 4． w　　　　　’　一… 815一010，　　．22 815『ロio．5．12 747 69

1ワ1 行、、 817．．－　1ワ824 石 Rl了一　12．口、13 745 73

122 誹 氏　石氏　・i 81了元012，9．24 石 81了一　12，　5，22 74・1 74

123 ．「

L
8ワ⑪亡 15．79 琳 820．一’　15．1．24 742 79

124 ．「 「　辱、　馳

L
821 1，525

．、、層 志’ 821 L5．10 768 54

125 3 王氏　　氏　　、 824 4．11．25
L 824 4」0．M 79Z 33

126 ② 石忠政墓誌 925宝暦1．8．21 石 忠政 不邪 男 長ロ2．7，10 82

127 31 口　．　　　　1　、 896冠 ワ，8．19
1百 塾 826霊　2．8．5

128 「3． ロ　　　　　ー　噛 8つ7 L5 口 827．　1．5．25 773 55

129 4 四 誌 827 LlO．3 827太　i．9．3 771 57

130 ．射 ミ 8ワ8 り了．主8 821 1．5．17 749 73

131 「4． 石 829太 3io．26 829　　3．5．17 769 61

132a ．D P 文‘ k’ 830　　4．4．1 764 67

132b 何文哲墓誌 830太和4」0
797　．－13．6．［9 752 46

133 4 835　　9，5．28 835『　9．口，5 783 53

L34 3 口　　、 837　　22．20 口 20

135 ．4 “少　　　氏 1 837　匠2．10．25 837　万2．7．7 777 61

正36 3． 氏　ロ氏 L 845　　5，9．26 口 845 5．口，21 778 68

137 3 馳　　　　幽 846　　6．口．19 846一 6，口．5 826 ワ1

！38 3 一　氏 1 847大　L4 847　　7、1
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139 3 847　　1．　3．8 847　　1．　3．4

W47　　6．12．15

811

V99

醗
3
5
4
9

140 847　　1．7．21 、

Mla 847 1．2．7 781 67

L41b 曹氏及妻張氏墓諾 847大中L呈0．M
837　　2，4．19 787 51

142 …公　　四 847 1．10．2 口 846　　6，12．24 789 58

143a ト

848　　2．2 794 55

143b 米文辮及妻馬氏墓誌 849大中3，2

匡44 850 4．10．5 850　　4，5．5 767 84

847　　1．4．H 777 71艮5α

P45b 魏公及妻曹氏墓誌 851大中4．1L28 844 4，n．28 777 68

146 851 4，【2．17 848 2，12．4 79亘 58

L47 852． 6，9．10 845 5，12．24 79且 55

148 853　　7，【0 853　　7．7．19 820 34
149 石　　　、 855　　92．23 石 853　　7．8，5 774 80
150 ロノ 855 9．8 口 ノ 855 9．5．4

826　　2．3，14 782 4515正a

撃T1b
康叔卿妻傅氏墓誌 856大中10」1．25

856　　io，11．25 789 68
L52a 3 853　　7，L29 780 74

152b 史興墓誌 857大中H 845 5，8」7 772 6哩

152c 4 848． 9．53 799 57
153 4　　　　　　　　　　　， 858　　12」1．9 858　　L2，5，6 797 62
154 3　　ロ 850 ．生1．28 口 5．29 70
155 ロム 865　「6，8 口 ム 8．1 60
156a 853　　ワ．9．30 779 75
156b 曹惟政及妻張氏墓誌 865威通6．1L7

858　　12．口．25 776 83
157 9 866　’7．1U9 口 866　97．7．25 801 66
158 賢　1 867 18．4．4 口

9

867　18．3．22 833 35
159 867 18，8，L8 口 865　96，LO，7 808 58
160

口　　　噛
871 12，5．2 87i　’ 12，5．4

161 ② 曹弘立墓誌 87賊通12．7，11 曹 弘立 弘立 男 86城通5．4，1 806 59

162 3 872　1 13．9 872　’13
艮63 4 口　　　王 875 ．2，7，6　　　王 875 ．2．6．6 848 28

玄164 875　、2」1．23 875 ．2．8．23 829 47
165 4 38

166a 4
唐

口

166b 口君及夫人何氏墓誌
口

口 馳157a

撃U7b
唐

1i68

ωr石刻題蹴索引」楊殿殉商務印書館rg40
〔2）『北京図書館蔵中国歴代石刻拓本彙編』第11～35冊北京図書館金石幅中州古籍出版祉1989

（3）『唐代墓誌銘彙編附考』第1～18冊毛湊光撰台湾中央研究院歴史緬言研究所1984－94

（4）「千唐誌斎蔵誌」上下2冊河南省文物研究所・河南省洛陽地区文管所編文物出版社1984

｛5）『唐宋墓誌；遠棄学院蔵拓本図録』香港中文大学中国文化研究史料叢刊2硬宗願編中文大学出版仕1981
｛5）『隣唐五代墓誌彙縦』全30冊天津古籍出版社【99卜92

〈7）『洛陽出土歴代墓誌輯縄」ll冊洛陽市文物工作隊編中国杜会科学出版社199［

（8）『唐代墓誌彙編』、『唐代墓誌彙編纏集』周紹良上海古籍出版仕tg92－200］続集は「続一〇」と示す

（9＞『全唐文J董詰等幅上海吉籍出版社1990
（10）『全唐文新編」周紹良吉林文史出版祉1999

（11）『全唐文補選」映西省戸籍競理僻公室呉鋼三秦出版仕【994－2000

（12）『新中国出土墓誌』映西（壷・威〕中国文物研究所映西省古籍整理＃公室文物出版杜2000－03

　　　　　　　　　　河南（壷・簾）中国文物研究所河南省文物考古研究所文物出版社1994－2002
　　　　　　　　　　重慶　　　　中国文物研究所重慶市博物館　　　　　文物出版仕2002
　　　　　　　　　　北京（1｝　中国文物研究所北京石刻芸術博物館　　文物出版社2003

（13）その他吐魯番：『吐魯番出土確誌集削上下2巻侯燦・呉蔓琳巴属書舎2003
　　　　　石文：『晴唐五代石刻文献全緬」国家図書館醤本金石組北京図書館出版社2003
　　　　　固原：『固原肖郊隣唐墓地」羅豊寧夏回族自治区固原博物館文物出版社1996
　　　　　勉成：『唐史道洛墓」原州聯合考古隊勉成出版2000
　　　　　文物：『文物』考文：r考古与文物」
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〈図表2＞判定①　ソグドであるもの

整理番号 判断 墓誌銘 葬年 姓 韓 字 性 卒年月日 没年齢 生年 判定の根拠

007 1 i 647貞観2L9．　L 康 季大 男 647観21．8．14 75 573 国王之『

OG9 ① 1’阿g　．｝ 627－649貞観問 康 阿’ 男 康国人

Ol4 ① 何盛墓誌 653氷疋4．8，23 何 子 男 653永徽4．7．tg 80 574 夏之後

016 ① 通墓誌 655永徽5，12．1 安 通 男 69 西域　息国

Ol7 ① 禦巌．訪 658顕慶3，12 搬巖 元貞 男 656顕慶亙．5．13 78 579 建．飛橋人・固原

Olga ① 洛　・ 658蹟　3．12 洛 男 655永徽6．1．28 65 591 固原

028 ① 索　．人P』墓誌 664　4・且．11．16 ’9 白 女 661朔1．1．L2 72 590 安息王之苗

034 ① 康敬本墓誌 670威亨E，□．14 康 敬本 延宗 男 4口 出身康居　7康武通のおじ

035a ① 言吋耽墓誌 670威　1，U．27 詞耽 説 男 669総章2．9．23 86 584 史国王之苗商

036 1 鐵　　一 67職享1，12．13 鍛． 善 男 666乾封1．8．13 44 623 固原

037a 1 1武通　一 672戒　3．2．22 康 武通 男 649．観23．5，19 65 585 轍本の父方の甥
041 ① E元敬　誌 673威　4．5．29 康 元敬 留師 男 673威亨，5．7 66 608

048 ① 徳墓誌 678磯鳳3，11．8 史 ・徳 男 678儀鳳3．3．19 66 613 其’建康飛橋人事・固原

049 ① 、続墓・ 679調露LlO．8 康 続 善 男 678儀鳳2．12，12 55 624 康国人

056 且 …元　墓誌 684光宅LlO．24 安 元壽 茂齢 男 683永淳2．8．4 77 607 嬬水

059 1 康宜徳　誌 692天授3．4．1 康 宜徳 有鄭 男 692天　3．3．17 66 627 西域康居

064 ① 安氏・康氏墓誌 697万載通天 康 女 697万歳通天 康国大首領之女　以本国

067 1 何ロ墓誌 700久視1，9，28 何 ロロ ロロ 男 700久視L9，7 85 614 大夏月氏

071 L η，墓誌 705神龍1，3，5 安 η艮 令侵 男 704長安4．ll，23 60 645 出臼安息国

074a 1 菩及灘何氏墓誌 70gi龍3．10．26 男 664麟徳1．IL7 餌 601 其先安国大首領

LOOb 1 氏働騒氏墓誌 757聖武2，閏8，9 康 757聖武2．7．14 71 687 康岩之商

109a ① 李元光及妻阿史那氏墓誌 794貞元10．U，28
安
元光 男 793貞元9．ll．15 67 727 其先安息王之冑也

Lll ① 石崇俊墓誌 797貞元13．8．L9 石 崇俊：徳 男 797貞元13．2，20 81 717 蓋に石国

H2 ！ 米継芥墓誌 805氷貞1，12．［9 米 継芥 継‘ 男 785貞元1，9．21 92 694 其！西域米国人也

132a ① 何文哲　誌 830　和4，10 何 文哲 子洪 男 830　和4，4．1 67 764 公‘何国王丞之五代，
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接
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（
1
1
）

　
第
一
は
、
ソ
グ
ド
姓
ど
う
し
で
婚
姻
関
係
が
結
ば
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。

ソ
グ
ド
人
が
聚
落
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
よ
う
に
、
彼
ら

は
ソ
グ
ド
姓
ど
う
し
で
婚
姻
を
行
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
既
に
い
く
つ
か
の
墓
誌

か
ら
確
認
さ
れ
、
報
告
さ
れ
て
お
り
、
以
下
に
一
例
を
あ
げ
る
。
固
原
南
郊
陪

唐
墓
地
は
現
在
の
寧
夏
回
族
自
治
区
の
固
原
で
一
九
八
一
年
か
ら
発
掘
さ
れ
た

墓
地
群
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
「
史
詞
耽
墓
誌
」
（
同
…
凹
O
ざ
威
亨
一
」
一
』
↓
）

の
よ
う
に
「
史
國
王
之
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齎
」
と
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乗
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墓
誌
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ル
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ロ
ー
ド
貿
易
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史
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、
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史
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①
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」
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史
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誌
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2
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」
①
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栄
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献
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、
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、
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が
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激
に
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り
、
漢
人
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婚
姻
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と
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摘
さ
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て

人み
　　与

え
ら
れ
た
特
殊
な
も
の
で
あ
り
、
則
ち
薩
宝
に
就
任
し
て
い
れ
ば
ソ
グ
ド
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〈図表3＞判定②　ソグドである可能性が高いもの

整理番号 判断 墓誌銘 葬年 姓 誰 字 性 卒年月日 没年齢 生年 判定の根拠
OIOa ② 曹諒及：．安氏墓誌 650永徽聖．7．9 曹 諒 叔子 男 6M大業10．7．2 曹一安

OlOb ② 曹諒及塀安氏墓誌 650永徽1．7．9 安 女 650永徽正，6，1 86 565 曹一安

011a ② 安延及妻劉氏鯉認 653永徽4，3．28 「　1P 延 男 642貞観16．7．20 84 559 r郷　玉關　武L人
018 ② …ド　誌 657顕慶2，12，19 安 簡 慮沖 琵 657顕慶2．n．22 62 596 朔1・蒲海・葱口1
OIgb ② 史道洛蕩誌 658顕慶3，12 康 女 646貞観20．2．12 55 592 固原　史一康

021 2 史陥墓誌 659顕慶4．8．16 史 随 景 男 633貞観7．3，27 79 555 安懐夫人史氏の父
022 ② 安度基、 659顕慶4，ll．7 安 度 善通 男 659顕慶4．且0 78 582 父名：随　西域
023 ② 康氏妻8氏墓誌 661顕些6，3．7 史 久 661顕慶6．2，23 36 626 康一

026a ② 安師蒐詫 663龍朔3．9．20 安 師 文則 男 657顕慶2．L10 57 601 安一康　　2康逮とほぼ同文

026b ② 安師墓諾 663龍朔3．9．20 康 女 663龍朔3．8．21 54 6童0 安一

029 ② 言墓誘 665’ ｿ2，7．12 史 信 安期 男 665麟徳2．6，25 66 600 建康「氏

03且 ② 曹欽墓誌 667乾封2．11，5 曹 毛良 男 667乾封2．4．且0 74 594 金』　辺境の地名
032 ② 康達墓奪 669総帝2．7．8 康 達 文則 男 669総章2．6．2口 62 6G8 安師とほ1同文
035b ② 史詞耽墾誌 670威．1．11．27 康 女 630貞観4．9．藍O 20 611 史一康　固原

039 ② 史庄墓 673威　4．2，16 史 住 男 673威亨4，2．且6 77 597 西州高昌

045 ② 曹氏z何氏墓誌 674威　’5．4．6 何 女 674成亨5．3．25 50 625 曹一何

047 ② 康氏託「氏墓誌 677儀鳳2．U，26 曹 女 677儀鳳2，10．5 85 593 」　　需

051 ② 安神倣墾誌 680調露2．2．28 安 神嚴 男 680調露2，止．26 58 623 安一‘　武威姑藏

052 ② 何摩詞隔誌 680調館2．2．28 何 ．阿 迦 男 680調露2，2．16 5且 630 姑夢改

053a ② 康吹纂誌 681永隆2．8．6 康 枚 仁徳 男 656顕慶1，2．18 65 592 彦一曹

053b ② ・吹藏諾 68｝．隆2，8．6 曹 681永隆2，6，1 75 607 一

054 ② 康留買墓誌 682永淳1，10．14 康 留買 男 682永淳旦．7．【7 西海

G55 ② 康摩伽幕誌 682永㌍．1， 康 輩 晃 682永淳1．・1，3 西噛

060a ② 安懐及要史氏墓誌 693長寿2．8．3 安 懐
1 男 683永淳2．8，L2 53 631 安一】張液

060b 安懐及麗　氏墓該 693長寿2．8．3 693長寿2．1，2 64 630 c　’，一

06且a ② 康智墓誌 694長寿3．4．7 康 智 感 男 693長寿2．2，23 7i 623 支氏　康一支

063 ② 盟氏要．毫氏墓誌 695証盟E．3，23 康 笹一康

068a ② 史懐訓幕誌 702長「』”2．5．30 懐訓 中晦 男 662龍朔2、6．10 口 原州・六州

069a ② 善法及妻康氏毎諦 703長・3．4．18 史 善法 醜仁 男 702長安2．U．3 75 628 一康

069b ② 史善法及妻康氏基誌 703長安3．4．18 康 女 63 史一康

070 ② 康郎墓 703長・3．4．23 康 郎 舞慶 男 702長安2．4．29 43 660 西　の地名　し
072 ② 康富　i弓康氏墓表 705神龍［．10．30 康 女 705神龍1，io．24 康一康

073 2 惣蒐言 7G5　巨と．11，26 康 哲 起哲 男 705神龍且，6．4 出身　煙

074b ② 安菩及・’何氏墓誌 709策龍3．10．26 何 女 704長安4．L．20 83 622 安一何

076 ② 安思　蕪誌 了16開元4．5．27 安 思 男 716開元睦．4．11 58 659 西土→東周

083 ② 安元爵・蟹六娘墓誌 727開元15．2．29 盟 六娘 六娘 女 698聖暦1．且0，16 89 翼氏　安一習

084b ② 酵府君及夫人史氏，誌 728開元L6．4 724開元12．16．4 涼州

089 ② 康庭蘭墓誌 740開元28．10、17 康 庭蘭 男 740開元28．9．口 65 676 父名：煩随

093 ② 史思　墓誌 744天鼠3，11，23 史 思一 伯珪 男 744天宝3．8，20 77 668 武

097 ② 康氏要盟氏墓誌 749天壁8．8、10 盟 女 749天宝8．6．9 78 672 康一躍

099 ② 何徳墓誌 754天霊13，10．23 何 4　　」

伏徳 男 754天宝13．7，23 71 684 夫人；酒　安氏
100a ② 曹氏認氏墓誌 757聖武2．閏8．9 曹 嵩 男 756肇武1．8．26 86 671 曹一康

10皇 ② 康君．　氏幕誌 760乾元3．2．22 康 758乾元i．2．25 57 702 ・ミーξ　会稽

103 ② 曹閏国墓詰 775大暦10．8．6 曹 閏国 男 775大暦10．6．19 47 729 薄一石　成徳

105 ② 曹恵琳墓誌 779大暦艮，4．27 曹 恵琳 男 54 本望．煙康氏也　7の血縁
106 ② 安文光夫人康氏墓誌 782　中3．4．20 康 女 782建中3．2．22 77 706 安一康　甘粛の地名　し

10了 ② 曹景林纂誌 782建中3．9 曹 景林 男 782建中3．7． 53 730 10　韓恵琳と血縁関係
118 ② 石神隔塩誌 813元和8．2，18 石 神福 思良 男 813元和8．1．17 55 759 成術
121 ② 石黙殿墜ま 817元和12．8．24 石 黙畷 黙畷 男 817元和L2，口．13 73 745 石一t
監23 ② 曹琳肇誌 820元和15．7．9 曹 琳 琳 男 820元和15．1，24 79 742 高平人　140酋慶の父
L24 ② 康志逮毯誌 821長慶1．5．25 康 志違 志達 男 821長慶聖．5．LO 54 768 康日知

126 ② 石忠政些誌 825竃暦1．8．21 石 心政 不邪 男 長口2．7．10 82 石一何

132b ② 何文哲．．誌 830太和4．11 康 女 797貞元13，6，L9 46 752 何一彦

140 ② 曹慶墓誌 847大中1．7．2且 曹 慶 宗覆 男 847会昌6．L2．　h5 49 799 腫2　の曹琳の息子

143a ② 米文購及妻馬氏墓誌 849大中3．2 米 文辮 男 848大中2．2 55 794 魏博
144 ② 安珍張 850大『】4．10．5 安 珍 男 850大中4．5，5 84 767 先祖安
148 2 康氏墜誌 853大中7，10 彦 男 853大中7．7，19 34 820 」　一　　一

149 ② 張氏・‘『石氏墓誌 855大中9，2．23 石 女 853大中7．8．5 80 774 辺境を示す語　武
置55 ② 何弘敬纂誌 865威通6．8 何 弘歌 子粛 男 8．1 60 何一安　魏博

161 ② 曹弘立慕誌 8了減通聰2．7．IL 啓 弘立 弘立 男 864威通5．4．1 59 806 曹一石

164 ② ’玄朗慕誌 875乾符2，U．．23 r， 玄朗 子” 男 875乾符2．8．23 47 829 其先武威人也　穿L菩
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〔
1
4
）

い
る
。
森
部
豊
氏
は
沙
陀
王
朝
下
の
ソ
グ
ド
人
の
夫
妻
の
墓
誌
を
取
り
上
げ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
V

ソ
グ
ド
姓
ど
う
し
の
婚
姻
が
後
晋
ま
で
続
い
て
い
た
こ
と
を
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
、
ソ
グ
ド
ど
う
し
の
婚
姻
は
、
時
代
に
よ
っ
て
増
減
が
あ
っ
た
も
の

の
、
唐
以
前
か
ら
、
後
晋
ま
で
は
続
い
て
い
た
事
が
わ
か
る
。

　
第
二
は
、
名
前
が
ソ
グ
ド
語
で
解
読
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
先
述
し
た

よ
う
に
、
薩
宝
が
中
世
イ
ラ
ン
語
の
東
方
言
に
分
類
さ
れ
る
、
ソ
グ
ド
語
の

ω、

�
氏
D
≦
の
漢
字
音
写
で
あ
る
こ
と
と
同
様
に
、
そ
の
名
前
に
も
ソ
グ
ド
語
の

要
素
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
安
史
の
乱
の
首
謀
で
あ
る
安
禄
山

は
そ
の
姓
か
ら
安
国
出
身
の
ソ
グ
ド
人
の
子
孫
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
禄
山
の

当
時
の
発
音
は
冨
訂
壁
で
あ
り
、
ソ
グ
ド
語
の
「
o
認
（
p
）
ロ
ー
－
「
明
る
い
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

音
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
池
田
温
氏
は
、
敦
燈
文
書
の
差
科
簿
に

あ
る
ソ
グ
ド
聚
落
「
従
化
郷
」
を
分
析
し
、
二
三
六
人
の
人
名
を
胡
風
名
・
漢

風
名
・
敦
れ
と
も
判
断
し
が
た
い
と
い
う
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
て
、
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

グ
ド
語
名
か
ら
漢
風
名
へ
の
世
代
間
で
の
変
化
を
分
析
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
池
田

温
氏
、
吉
田
豊
氏
な
ど
の
研
究
を
も
と
に
、
墓
主
や
先
祖
の
名
前
が
ソ
グ
ド
語

で
解
読
さ
れ
て
い
る
も
の
を
②
と
判
定
し
た
。
例
え
ば
、
「
安
懐
及
妻
史
氏
墓

誌
」
（
團
…
．
畷
唐
轄
）
の
夫
人
史
氏
の
父
の
名
の
「
簾
」
訴
中

古
音
で
は
σ
．
爵
巳
、
ゆ
で
あ
り
、
吉
田
豊
氏
は
、
「
僕
」
の
意
で
あ
る
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

ま
た
、
固
原
南
郊
陪
唐
墓
出
土
の
「
史
射
勿
墓
誌
」
の
墓
主
は
、
諦
が
射
勿
、

字
は
榮
陀
で
あ
る
。
吉
田
豊
氏
に
よ
る
と
、
「
射
勿
」
（
菅
α
邸
．
一
P
づ
日
一
口
①
け
）
は
ソ

グ
ド
語
の
第
＝
の
月
の
女
神
受
ヨ
¢
o
に
由
来
す
る
ソ
グ
ド
人
名
貯
巨
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

同
様
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
、
緯
と
字
を
合
わ
せ
た
「
射
勿
藥
陀
」
は
、
「
女

神
旨
ヨ
蔓
o
の
僕
」
の
意
味
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
三
は
、
ソ
グ
ド
と
関
係
が
深
い
地
名
が
あ
る
も
の
を
、
②
と
判
定
し
た
。

例
え
ば
ソ
グ
ド
聚
落
の
確
認
さ
れ
て
い
る
敦
煙
や
、
交
易
活
動
が
盛
ん
に
行
わ

れ
た
武
威
姑
減
・
酒
泉
な
ど
河
西
の
地
名
や
、
多
く
の
ソ
グ
ド
系
武
人
が
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
歴
龍
・
成
徳
・
魏
博
の
藩
鎮
名
で
あ
り
、
ま
た
地
名

と
し
て
顕
著
に
記
さ
れ
て
い
な
い
に
し
て
も
、
「
昆
喬
山
」
や
「
玉
関
」
な
ど

の
地
名
や
、
五
行
で
西
を
指
す
「
金
方
」
な
ど
西
域
を
暗
示
す
る
言
葉
が
明
ら

か
に
多
く
あ
る
場
合
で
あ
る
。

　
③
ソ
グ
ド
で
あ
る
か
は
不
明
な
も
の

　
上
記
の
①
②
に
該
当
せ
ず
、
ま
た
ソ
グ
ド
人
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を

③
と
判
定
し
た
。
例
え
ば
、
「
石
暎
墓
誌
」
（
團
謡
心
開
元
＝
」
一
）
に
は

「
脅
の
將
軍
苞
の
慶
冑
に
し
て
、
衛
の
純
臣
暗
の
禮
苗
な
り
。
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
後
述
す
る
が
、
春
秋
石
碓
・
苞
の
商
は
渤
海
の
石
氏
の
商
で
あ
る
と
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
、
墓
誌
に
は
上
記
の
①
や
②
の
条
件
に
該
当
す
る
よ
う
な
表
現

は
な
い
。
③
は
合
計
七
一
件
で
あ
っ
た
。

　
④
ソ
グ
ド
姓
を
配
偶
者
に
持
つ
非
ソ
グ
ド
姓

　
今
回
収
集
し
た
墓
誌
で
、
墓
主
は
ソ
グ
ド
姓
と
婚
姻
関
係
を
も
つ
が
、
非
ソ

グ
ド
姓
で
あ
る
場
合
を
④
と
判
定
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
、
夫
が
漢
人

姓
、
妻
が
ソ
グ
ド
姓
の
例
も
あ
り
、
ま
た
そ
の
逆
も
見
ら
れ
、
埋
葬
地
な
ど
か

ら
ソ
グ
ド
姓
の
配
偶
者
が
ソ
グ
ド
人
で
あ
る
可
能
性
は
捨
て
き
れ
な
い
も
の
の
、

そ
れ
以
上
明
確
に
は
つ
か
み
に
く
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
④
に
該
当
す
る
も
の
は

合
計
四
八
件
で
あ
っ
た
。

三
．
判
定
・
分
類
の
結
果

　
上
記
の
条
件
で
分
類
し
た
結
果
は
、
①
二
五
件
、
②
五
九
件
、
③
七
一
件
で

あ
っ
た
〈
図
表
4
＞
。
こ
の
①
②
③
の
墓
誌
数
を
生
年
代
ご
と
に
分
類
し
、
グ
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ラ
フ
に
し
た
も
の
が
〈
図
表
5
＞
で
あ
る
。
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
時
代
が
く
だ
る

ご
と
に
①
と
②
の
割
合
が
減
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
①
②
の
よ
う
な

ソ
グ
ド
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
人
々
が
、
積
極
的
に
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
地
方
出

身
で
あ
る
こ
と
を
墓
誌
に
記
さ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

第
三
節
　
ソ
グ
ド
姓
と
ソ
グ
ド
人
墓
誌

　
ソ
グ
ド
姓
は
出
身
聚
落
の
名
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
一
方
で
、
上

記
の
七
姓
を
名
乗
る
者
が
そ
の
ま
ま
す
べ
て
ソ
グ
ド
人
で
は
な
く
、
漢
人
や
非

漢
人
に
も
こ
れ
ら
の
姓
を
名
乗
る
者
が
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
桑
原
隙
藏
氏
は
論
文
「
階
唐
時
代
に
支
那
に
来
住
し
た
西
域
人
に
就
い
て
」

で
、
西
域
出
身
と
見
ら
れ
る
人
物
を
個
別
検
証
す
る
に
あ
た
っ
て
、
姓
を
分
析

さ
れ
た
。
本
稿
の
対
象
で
あ
る
ソ
グ
ド
七
姓
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
見
解

が
示
さ
れ
て
い
る
。
安
・
康
・
米
の
三
姓
に
関
し
て
は
『
新
唐
書
』
『
元
和
姓

纂
』
な
ど
を
用
い
、
詳
細
に
考
察
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
安
姓
は
大
体
に
於
て
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

域
の
胡
人
、
若
く
ば
そ
の
商
と
認
あ
て
差
し
支
え
な
い
。
」
、
「
こ
の
（
階
唐
）

時
代
に
現
は
れ
る
康
姓
は
、
殆
ど
外
国
人
に
限
る
。
た
と
ひ
支
那
人
に
康
姓
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
当
時
頗
る
微
弱
に
相
違
な
い
。
」
、
「
米
姓
は
唐
の
中
世
か

ら
始
め
て
支
那
の
記
録
中
に
現
は
れ
て
来
て
、
そ
れ
は
西
域
の
胡
人
に
限
っ

（
2
6
）

た
。
」
と
記
す
よ
う
に
、
こ
の
三
姓
を
有
す
場
合
に
は
、
お
お
む
ね
ソ
グ
ド
人

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
残
る
石
・
曹
・
史
の
三
姓
に
関
し
て
は
、
「
石
・
曹
・
史
の
姓
は
、
古
く
支

那
人
の
間
に
も
存
在
し
、
又
石
・
史
の
姓
は
、
塞
北
諸
族
出
身
者
の
間
に
も
存

在
す
る
。
単
に
石
姓
・
曹
姓
・
史
姓
の
故
を
以
て
、
そ
の
人
を
西
域
出
身
と
速

断
出
来
ぬ
こ
と
申
す
迄
も
な
い
。
」
と
記
し
、
残
る
何
姓
に
関
し
て
は
、
特
に

言
及
し
て
い
な
い
。
「
記
録
の
上
に
西
域
胡
人
た
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
あ
る

か
、
然
ら
ず
と
も
四
周
の
事
情
か
ら
、
そ
の
人
の
西
域
出
身
た
る
こ
と
が
略
推

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

測
さ
れ
る
場
合
の
外
は
、
軽
々
し
い
断
定
を
さ
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
と
し
た
。

　
桑
原
氏
の
指
摘
の
一
方
で
、
現
在
の
ソ
グ
ド
研
究
に
お
い
て
、
ソ
グ
ド
姓
を

有
す
者
を
無
批
判
に
ソ
グ
ド
人
と
し
て
扱
う
傾
向
が
全
く
見
ら
れ
な
い
訳
で
は

な
い
。
以
下
で
は
、
安
・
康
・
米
の
三
姓
に
関
し
て
は
、
上
記
の
ソ
グ
ド
墓
誌

の
分
類
結
果
を
本
と
し
た
考
察
を
記
し
、
石
・
史
・
何
・
曹
の
四
姓
に
関
し
て

〈図表4＞　ソグド七姓の判定

1安 康1米［石　曹　史1何 計

① 6
9　1　1　0 5　3 25

1② 1011911 4　11 91 51 59
③ 2　711 3 18　18 22　71
計　18．35　3 8　29　32　301155

〈図表5＞　ソグド七姓による判定①②③の年代比（生年による）
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は
、
墓
誌
の
分
類
結
果
を
考
慮
し
つ
つ
、

証
す
る
こ
と
と
す
る
。

改
あ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
姓
に
つ
い
て
検

一．

ﾀ
（
涼
州
武
威
姑
戚
の
安
氏
　
安
氏
墓
誌
一
八
件
中
五
件
）

　
収
集
し
た
墓
誌
中
で
、
安
姓
を
有
す
る
も
の
は
、
全
部
で
一
八
件
あ
り
、
ほ

ぼ
ソ
グ
ド
人
と
し
て
扱
え
る
①
②
の
合
計
は
一
六
件
で
全
体
の
約
八
九
％
で
あ

り
、
こ
の
数
値
か
ら
も
、
唐
代
に
安
姓
を
持
つ
者
は
ほ
ぼ
ソ
グ
ド
人
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
（
2
8
）

言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
安
姓
は
『
新
唐
書
』
巻
七
五
下
、
宰
相
世
系
表
五
下
、
李
氏
、
武
威
李
氏
の

条
に
よ
る
と
、
以
下
の
記
載
の
み
で
あ
る
。

　
　
武
威
李
氏
、
本
安
氏
、
出
自
姫
姓
。
黄
帝
生
昌
意
、
昌
意
次
子
安
、
居
干

　
　
西
方
、
自
号
安
息
国
。
後
漢
末
、
遣
子
世
高
入
朝
、
因
居
洛
陽
。
晋
・
魏

　
　
間
、
家
干
安
定
、
後
徒
遼
左
、
以
避
乱
又
徒
武
威
。
後
魏
有
難
陀
孫
婆
羅
、

　
　
周
・
階
間
、
居
涼
州
武
威
為
薩
宝
。
生
興
貴
・
修
仁
。
至
抱
玉
賜
姓
李
。

　
涼
州
武
威
姑
威
の
李
氏
は
も
と
も
と
安
姓
で
あ
り
、
彼
ら
は
そ
も
そ
も
西
方

の
安
息
国
に
居
住
し
、
北
周
、
階
間
に
武
威
に
居
住
し
、
北
周
・
階
で
は
涼
州

武
威
で
薩
宝
を
務
め
た
。
唐
代
に
入
る
と
、
安
興
貴
・
修
仁
兄
弟
は
、
階
末
唐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
2
9
）

初
の
群
雄
で
あ
る
李
軌
を
六
一
九
（
武
徳
三
）
年
に
滅
ぼ
す
際
に
活
躍
し
、
ま

た
安
禄
山
の
乱
で
南
陽
を
守
っ
た
功
に
よ
り
、
李
姓
を
賜
っ
た
抱
玉
を
輩
出
し

て
い
る
。
こ
の
一
家
は
西
域
か
ら
遷
っ
て
き
た
人
々
で
あ
る
と
と
も
に
、
ソ
グ

ド
聚
落
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
薩
宝
の
位
に
も
就
任
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

グ
ド
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
収
集
し
た
墓
誌
の
中
に
は
、
安
興
貴
の
息

子
で
あ
り
、
や
は
り
姑
威
を
本
貫
と
す
る
「
安
元
壽
墓
誌
」
（
團
①
。
。
心
光
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

一
」
ρ
望
）
が
含
ま
れ
て
お
り
、
冒
頭
か
ら
世
系
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
。

　
　
蓋
天
分
景
宿
、
文
昌
垂
列
将
之
名
、
地
括
璽
流
、
師
貞
建
丈
人
之
號
。
故

　
　
隆
周
啓
統
、
掌
兵
属
於
司
武
、
炎
劉
御
歴
、
制
衆
在
干
将
軍
。
然
則
簡
材

　
　
以
任
爪
牙
、
選
士
而
爲
心
齊
。
稽
之
奮
典
、
代
有
其
人
。
君
韓
元
壽
、
字

　
　
茂
齢
、
涼
州
姑
威
人
也
。
川
横
玉
塞
、
人
多
剛
桿
之
風
、
地
枕
金
方
、
俗

　
　
負
堅
貞
之
氣
。
關
西
騎
士
、
武
賢
之
代
習
兵
符
、
朧
右
良
家
、
充
國
之
門

　
　
傳
劔
術
。
曾
祖
弼
、
周
朝
服
侯
。
幼
挺
人
英
、
夙
標
時
望
。
丹
山
纏
羽
、

　
　
響
振
朝
陽
、
紫
閾
騰
鱗
、
光
流
下
稜
。
祖
羅
、
周
開
府
儀
同
三
司
、
陪
石

　
　
州
刺
史
、
貴
郷
縣
開
國
公
。
質
表
珪
璋
、
器
惟
瑚
鍵
。
衣
冠
佐
夏
、
道
叶

　
　
調
梅
。
鍾
鼎
遷
周
、
化
口
分
竹
。
父
興
貴
、
皇
朝
右
號
衛
将
軍
、
左
武
衛

　
　
将
軍
、
冠
軍
将
軍
、
上
柱
國
、
涼
公
、
別
食
綿
、
蹄
二
州
、
實
封
六
百
戸
。

　
　
克
施
在
封
六
百
戸
、
克
施
在
操
、
匪
躬
成
節
。
以
功
詔
爵
、
袋
頒
錫
壌
之

　
　
榮
、
以
徳
命
官
、
載
啓
衛
珠
之
秩
。

蓋
し
天
景
宿
を
分
け
、
文
昌
列
将
の
名
を
垂
れ
、
地
群
流
を
括
り
、
師
貞

丈
人
の
号
を
建
つ
。
故
に
隆
周
統
を
啓
き
、
兵
を
掌
り
て
司
武
に
属
し
、

炎
劉
歴
を
御
し
、
衆
を
制
し
て
将
軍
に
在
り
。
然
ら
ば
則
ち
材
を
簡
び
て

以
て
爪
牙
を
任
じ
、
士
を
選
び
て
心
齋
を
為
す
。
之
を
旧
典
に
稽
え
、

代
々
其
の
人
有
り
。
君
、
諌
は
元
寿
、
字
は
茂
齢
、
涼
州
姑
賊
の
人
な
り
。

川
は
玉
塞
に
横
た
え
、
人
は
剛
悼
の
風
多
く
、
地
は
金
方
に
枕
み
、
俗
は

堅
貞
の
気
を
負
う
。
関
西
の
騎
士
、
武
賢
の
代
に
兵
符
を
習
い
、
朧
右
の

良
家
、
充
国
の
門
に
剣
術
を
伝
う
。
曾
祖
の
弼
、
周
朝
の
侯
を
服
す
。
幼

く
し
て
人
英
に
挺
で
、
夙
に
時
望
を
標
す
。
丹
山
羽
を
梓
し
、
朝
陽
に
響

振
し
、
紫
閾
鱗
を
騰
げ
、
下
稜
に
光
流
す
。
祖
の
羅
、
周
の
開
府
儀
同
三
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く図表6＞　涼州武威姑藏

轍 葬年　　　i姓　　諦　　字 性 武威・始威

OG9 ① 厚郷可達墓誌 627－649貞観問　　1康　　阿達． 男 詔贈遣滅太守

Olla ②1安延及妻劉氏墓誌 663永徽4．3．28　r安 延　　貴薩 男 河西武威人也

05童 ②　安神嚴墓誌　　　　　！680調鱈2．2，28 安 神嚴 男 肇跡姑減

052 ②、何摩詞墓誌　　　　　　680調露2，2． 何 繍 迦 男 因官遂居姑威太平之郷

056 ① 安元壽墓誌 684光宅1．10，24 安 元壽 齢 男 涼州姑減之人

071 ①

構
705神龍1．3．5 安 櫛 悩 男 先武威姑藏人

077 ④ 史氏妻契毬墓誌 72L開元9．2．25 契慈 女 今為涼州女鍼人也

083 ② 安元壽妻檀六娘墓誌 727開元15．2．29 禰 搬 燃 女　安元癖の妻武威安公……夫人盟氏

093 ② 史恩禮墓誌 744天宝3，ll，23 史 思櫨 伯珪 男　武威人也

149 ② 張氏妻石氏墓誌 855大中9．2．23 石 女 清河郡張府君夫人武威郡石氏

155 ② 何弘敬墓誌 865成通6，8 何 弘敬 子禰 男 公嬰武威安氏

161 ② 薯弘立墓誌 871成通12．7，11 曹 弘立 弘立 男　夫人武威石氏

164 ② 安玄朗墓誌 875乾符2．11，23 安 玄朗 槌 男　其先武威人也

〈図表7＞会稽

灘
葬年　　　　姓　　誰 字　，性 会稽

021 ② 史施墓誌 659顕慶4．8．16 1史 陥 景 男 ロロ會稽人ロ

夏Ol ② 康君妻康氏墓誌 7θO乾元3．2．22 康 女 会稽人也

106 ② 安文光夫人康氏墓誌 782建中3，4．20 康 女 其先会稽人也

124 ② 康志達墓誌 821長慶1，5．25 康 志達 志達 男 本会稽人也

132a ① 何文哲墓誌 830太和4．10 何 贈 子洪 男 夫人從公之爵，封於會稽，爲郡夫人焉

162　③ 康氏墓誌 872威通13．9 康 男 會稽人

　
　
司
、
階
の
石
州
刺
史
、
貴
郷
縣
開
國
公
な
り
。
質
は
珪
璋
を
表
し
、
器
は

　
　
瑚
礎
を
惟
う
。
衣
冠
は
夏
を
佐
け
、
道
は
調
梅
に
叶
う
。
鍾
鼎
は
周
に
遷

　
　
り
、
化
は
分
竹
を
口
。
父
の
興
貴
、
皇
朝
の
右
駿
衛
将
軍
・
左
武
衛
将

　
　
軍
・
冠
軍
将
軍
・
上
柱
国
・
涼
公
、
別
に
綿
・
編
二
州
を
食
み
、
実
封
は

　
　
六
百
戸
た
り
。
克
く
施
す
に
封
六
百
戸
に
在
り
、
克
く
施
す
に
操
在
り
、

　
　
匪
躬
し
て
節
を
成
す
。
功
を
以
て
爵
を
詔
さ
れ
、
震
に
錫
壌
の
栄
を
頒
け
、

　
　
徳
を
以
て
官
に
命
ぜ
ら
れ
、
載
ち
街
珠
の
秩
を
啓
く
。

　
こ
の
墓
誌
の
世
系
の
部
分
に
は
、
ソ
グ
ド
で
あ
る
と
い
う
直
接
的
表
現
は
な

い
が
、
武
威
姑
威
の
ソ
グ
ド
人
の
代
表
と
も
言
え
る
安
元
壽
の
一
族
の
勇
壮
な

さ
ま
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
武
威
姑
絨
は
、
『
後
漢
書
』
巻
三
一
、
孔
奮
伝
に
よ
れ
ば
、
後
漢
の
時
代
に

は
す
で
に
日
に
四
度
も
市
が
立
つ
ほ
ど
で
あ
り
、
い
わ
ば
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
中

国
側
の
港
と
し
て
発
達
し
て
お
り
、
薩
宝
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
ソ

グ
ド
聚
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
場
所
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
『
新
唐
書
』
や

『
元
和
姓
纂
』
に
は
、
武
威
に
は
安
氏
以
外
の
ソ
グ
ド
姓
の
記
載
は
な
い
が
、

唐
代
墓
誌
中
に
「
武
威
」
「
姑
戚
」
が
官
職
名
・
本
貫
・
祖
先
の
出
身
な
ど
で

記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
安
氏
に
限
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
安
・
康
・
史
・
石
の

四
姓
の
計
十
三
件
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
漢
代
か
ら
隊
商
貿

易
で
繁
栄
し
た
涼
州
武
威
姑
絨
が
、
唐
代
を
通
じ
て
ソ
グ
ド
人
た
ち
の
拠
り
所

と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
〈
図
表
6
＞
。

　
（
3
2
）

二
．
康
（
会
稽
の
康
氏
　
康
氏
墓
誌
三
五
件
中
四
件
　
後
期
に
限
定
）

　
ソ
グ
ド
姓
墓
誌
中
に
お
け
る
、
康
氏
の
墓
誌
は
全
部
で
三
五
件
あ
り
、
約
八

五
％
が
①
②
の
い
ず
れ
か
に
分
類
さ
れ
た
。
墓
誌
か
ら
見
て
も
、
康
姓
も
安
姓
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と
同
様
に
、
唐
代
に
お
い
て
康
を
姓
に
持
つ
者
は
、
ほ
ぼ
ソ
グ
ド
人
で
あ
る
と

言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
〈
図
表
7
＞
は
、
ソ
グ
ド
姓
墓
誌
中
で
「
会
稽
」
と
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
ソ
グ
ド
人
と
会
稽
は
何
ら
か
の
関
係
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
る
。
会
稽
と
関
係
を
持
つ
ソ
グ
ド
姓
墓
誌
全
六
件
中
、
康
氏
は
四
件
と
半

数
以
上
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
康
氏
墓
誌
の
全
三
五
件
中
で
は
四
件
で
は
あ
る

も
の
の
、
こ
の
四
件
は
安
史
の
乱
の
発
生
の
七
五
五
年
以
後
に
限
定
さ
れ
て
い

る
。
会
稽
と
い
う
と
、
第
一
に
現
在
の
漸
江
省
会
稽
を
考
え
る
が
、
栄
新
江
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

は
、
『
晋
書
』
地
理
志
、
涼
州
の
条
、
『
通
典
』
瓜
州
の
記
載
を
根
拠
と
し
て
、

会
稽
は
唐
代
の
瓜
州
に
あ
る
と
さ
れ
、
会
稽
出
身
と
す
る
康
氏
は
安
史
の
乱
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

降
に
現
れ
、
安
史
の
乱
以
前
は
常
楽
を
本
貫
と
し
て
い
た
と
さ
れ
た
。

　
会
稽
が
記
さ
れ
て
い
る
康
氏
の
墓
誌
の
う
ち
三
墓
誌
は
配
偶
者
が
ソ
グ
ド
姓

で
あ
る
こ
と
や
、
墓
誌
に
甘
粛
方
面
の
地
名
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
ソ
グ
ド

色
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
安
史
の
乱
以
前
の
康
氏
墓
誌
に

は
「
常
楽
」
や
常
楽
県
の
所
属
す
る
「
瓜
州
」
と
記
さ
れ
た
も
の
が
無
い
こ
と

に
は
疑
問
が
残
る
。

　
（
3
5
）

＝
「
米

　
本
研
究
で
、
収
集
し
た
米
氏
の
墓
誌
は
三
件
と
少
数
で
は
あ
っ
た
が
、
桑
原

　
　
　
　
　
（
3
6
）

氏
が
言
う
よ
う
に
、
三
件
と
も
埋
葬
さ
れ
た
の
が
八
〇
五
年
、
八
四
六
年
、
八

四
九
年
と
唐
の
後
期
に
限
ら
れ
て
お
り
、
「
米
継
券
墓
誌
」
（
日
囲
。
。
8
永
貞

一
」
b
。
」
Φ
）
に
は
「
其
先
西
域
米
国
人
也
」
と
は
っ
き
り
と
ソ
グ
ド
人
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
「
米
文
辮
及
妻
馬
氏
墓
誌
」
（
團

゜。

ｨ
大
中
堕
卜
。
）
は
ソ
グ
ド
人
が
多
く
存
在
し
て
い
た
魏
博
節
度
使
下
に
い
た

こ
と
か
ら
、
ソ
グ
ド
人
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
史
書
・
墓
誌
の
情
報
を
総
合

す
る
と
、
唐
代
の
米
氏
が
、
即
ち
米
国
出
身
者
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
は
、
高

い
と
考
え
ら
れ
る
。

四
．
石

　
ソ
グ
ド
姓
墓
誌
中
の
石
氏
の
墓
誌
は
、
全
八
件
と
米
氏
に
次
い
で
少
な
く
、

そ
の
内
訳
は
①
一
件
、
②
四
件
、
③
三
件
と
な
り
、
①
②
の
合
計
は
半
数
を
超

え
る
。
『
元
和
姓
纂
』
巻
一
〇
に
石
氏
の
記
載
は
あ
る
も
の
の
、
西
域
人
の
石
氏
の
記

載
は
な
く
、
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

　
　
衛
大
夫
石
硲
之
後
。
…
…
周
石
速
。
漢
石
商
・
石
奮
。
奮
生
建
・
慶
、
号

　
　
「
万
石
君
」
。

　
　
【
渤
海
】
奮
商
孫
苞
…
…

　
　
【
平
原
】
厭
次
人
、
奮
後
…
…

　
　
【
上
黛
】
晋
石
勒
、
上
党
武
郷
掲
胡
也
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

　
　
【
河
南
】
後
魏
官
氏
志
、
烏
石
蘭
氏
改
姓
石
…
…

こ
の
記
載
に
よ
る
と
、
石
氏
は
三
つ
の
系
統
か
ら
成
っ
て
い
る
。
第
一
は
衛
大

夫
石
碓
・
漢
の
石
奮
を
祖
と
す
る
渤
海
・
平
原
の
石
氏
、
第
二
は
掲
族
の
石
勒

を
祖
と
す
る
上
党
の
石
氏
、
第
三
は
烏
石
蘭
氏
が
改
姓
し
た
河
南
の
石
氏
で
あ

る
。
『
新
唐
書
』
石
洪
伝
に
は
、
石
洪
は
も
と
も
と
烏
石
蘭
と
い
う
姓
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

た
と
い
う
記
載
が
あ
る
が
、
烏
石
蘭
と
い
う
姓
を
も
つ
人
が
ど
の
よ
う
な
人
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
V

で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
ほ
か
に
ほ
と
ん
ど
記
載
が
な
い
た
め
に

よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
姓
が
複
姓
で
あ
る
こ
と
か
ら

漢
人
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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以
上
の
よ
う
に
『
元
和
姓
纂
』
に
は
西
域
人
の
石
氏
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
『
新
唐
書
』
宰
相
世
系
に
は
石
氏
の
記
載
そ
の
も
の
が
見
え
な
い
。
し
か

し
『
新
唐
書
』
巻
一
九
三
、
忠
義
伝
下
、
石
演
券
の
条
の
冒
頭
に
は
「
石
演
券

者
、
本
西
域
胡
人
」
と
あ
り
、
石
演
芽
は
西
域
出
身
で
あ
る
と
分
か
る
こ
と
か

ら
、
唐
代
の
石
姓
に
石
国
出
身
者
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
ち

な
み
に
、
南
宋
に
記
さ
れ
た
『
古
今
姓
氏
書
辮
誼
』
に
な
る
と
、
巻
三
九
、
石

氏
の
条
に
「
唐
西
域
石
国
王
姓
石
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
眺
薇
元
氏
の
『
北
朝
胡
姓
考
』
に
は
烏
石
蘭
・
掲
胡
・
石
国
の
石
氏

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
非
漢
族
の
石
氏
の
構
成
と
し
て
は
、
『
元
和
姓
纂
』
『
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

今
姓
氏
書
辮
讃
』
の
記
載
と
一
致
し
て
い
る
。

　
③
に
分
類
さ
れ
た
三
件
中
の
「
石
暎
墓
誌
」
（
團
謡
軽
開
元
＝
°
一
一
）
と

「
石
椅
墓
誌
」
（
團
開
元
撮
提
格
十
月
）
は
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
祖
を
春
秋
石

硲
・
苞
の
商
と
す
る
、
或
い
は
直
接
「
渤
海
」
と
い
う
語
を
記
し
て
お
り
、
上

記
『
元
和
姓
纂
』
で
記
さ
れ
て
い
た
渤
海
の
石
氏
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
墓

誌
中
に
は
鳥
石
蘭
・
掲
胡
の
石
氏
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

五
．
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

　
史
氏
の
記
載
は
、
『
新
唐
書
』
よ
り
も
『
元
和
姓
纂
』
の
方
が
よ
り
詳
細
で

あ
る
。
『
元
和
姓
纂
』
巻
六
の
史
氏
の
記
載
を
略
記
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な

る
。　
周
太
史
史
侠
之
後
…
…

　
　
【
建
康
史
氏
】
今
隷
酒
泉
郡
、
史
丹
喬
孫
後
漢
帰
義
侯
苞
之
後
…
…

　
　
【
宣
城
】
丹
孫
均
。
均
子
崇
、
自
杜
陵
受
封
漂
陽
侯
、
遂
為
郡
人
。
崇
喬

　
　
　
　
　
孫
宋
楽
郷
令
壊
…
…

　
　
【
高
密
】
史
丹
之
後
、
有
史
曇
。
曇
曾
孫
節
、
唐
礼
部
侍
郎
。

　
　
【
京
兆
】
丹
商
孫
璃
、
留
長
安
…
…

　
　
【
陳
留
考
城
】
今
隷
曹
州
。
…
…
今
無
聞
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

　
　
【
河
南
】
本
姓
阿
史
那
、
突
厭
科
羅
次
汗
子
…
…

　
建
康
の
史
氏
は
史
丹
を
そ
の
先
と
し
て
い
る
が
、
森
部
豊
氏
に
よ
っ
て
、
西

域
か
ら
酒
泉
の
建
康
に
内
附
し
、
そ
の
後
、
二
系
統
に
分
か
れ
た
史
氏
が
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
固
原
南
郊
階
唐
墓
群
か
ら
出
土
し
た

「
史
索
巌
墓
誌
」
（
同
日
①
α
c
。
顯
慶
P
邑
の
「
公
諌
索
巌
、
字
元
貞
、
建
康

飛
橋
人
也
」
と
い
う
記
載
と
、
『
旧
唐
書
」
巻
一
八
一
、
史
憲
誠
伝
に
は
「
史

憲
誠
、
其
先
出
於
異
虜
、
今
為
簸
武
建
康
人
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
史
索
巌

は
固
原
の
ソ
グ
ド
人
で
あ
り
、
史
憲
誠
の
出
身
は
婁
族
と
ソ
グ
ド
人
と
の
二
つ

の
説
が
あ
る
と
さ
れ
、
霊
武
で
建
康
の
史
氏
と
何
ら
か
の
関
係
を
持
っ
た
の
で
、

建
康
の
史
氏
で
あ
る
と
名
乗
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
元

和
姓
纂
』
の
建
康
の
史
氏
に
は
、
固
原
と
霊
武
の
ニ
ヵ
所
に
分
か
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
ソ
グ
ド
人
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
固
原
の
「
史
道
徳
墓
誌
」
（
同
圓
O
刈
゜
。
儀
鳳
。
。
°
＝
）
冒
頭
部
分
に
次
の
よ
う

な
記
載
が
あ
る
。

　
　
公
諺
道
徳
、
字
萬
安
、
其
先
建
康
飛
橋
人
事
。
原
夫
金
方
列
界
、
控
絶
地

　
　
之
長
城
、
玉
斗
分
境
、
抗
垂
天
之
大
昴
。
稜
威
邊
鄙
、
挺
秀
河
浬
、
盟
會

　
　
蕃
酋
、
西
窮
月
窺
之
野
、
跣
瀾
太
史
、
東
朝
日
域
之
漠
。
於
是
族
茂
中
原
、

　
　
名
流
函
夏
。
正
僻
直
道
、
史
魚
春
謂
於
衛
朝
、
補
閾
拾
遺
、
史
丹
翼
亮
於

　
　
漢
代
。
龍
光
迭
襲
、
亀
剣
聯
華
、
綿
慶
締
基
、
斯
之
謂
　
。
遠
祖
因
宙
来

　
　
徒
平
高
、
其
後
子
孫
家
焉
、
故
今
爲
縣
人
也
。
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公
、
緯
は
道
徳
、
字
は
万
安
、
其
の
先
は
建
康
飛
橋
の
人
事
な
り
。
原
よ

　
　
り
夫
れ
金
方
は
界
を
列
し
、
絶
地
の
長
城
を
控
え
、
玉
斗
は
櫨
を
分
か
ち
、

　
　
垂
天
の
大
昴
に
抗
た
る
。
辺
鄙
に
稜
威
し
、
河
渥
に
挺
秀
す
。
蕃
酋
に
盟

　
　
会
し
、
西
の
か
た
月
窺
の
野
を
窮
め
、
太
史
に
疏
瀾
し
て
、
東
の
か
た
日

　
　
域
の
漠
に
朝
ぐ
。
是
に
於
て
族
は
中
原
に
茂
り
、
名
は
函
夏
に
流
す
。
辞

　
　
を
正
し
道
を
直
く
し
、
史
魚
衛
朝
に
春
誇
し
、
閾
を
補
い
遺
ち
た
る
を
拾

　
　
い
、
史
丹
漢
代
に
翼
亮
す
。
龍
光
は
迭
襲
し
、
亀
剣
華
を
聯
ぬ
。
綿
慶
の

　
　
締
基
た
る
こ
と
、
斯
れ
之
の
謂
い
な
り
。
遠
祖
宙
に
因
り
て
来
た
り
て
平

　
　
高
に
徒
り
、
其
の
後
、
子
孫
焉
に
家
し
、
故
に
今
県
人
と
為
る
な
り
。

　
建
康
の
人
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
つ
つ
も
、
衛
の
史
魚
、
漢
の
史
丹
と
い
う
、

皇
帝
に
体
を
張
っ
て
直
訴
し
た
同
姓
の
名
臣
を
あ
た
か
も
同
族
で
あ
る
か
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。
固
原
の
史
氏
墓
誌
の
中
で
も
、
こ
の
よ
う
な
記
載
は
、

「
史
道
徳
墓
誌
」
だ
け
で
、
こ
れ
は
、
『
元
和
姓
纂
』
に
記
さ
れ
た
よ
う
な
、

「
建
康
の
史
氏
は
史
丹
の
後
商
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
彼
ら
が
、
七
世
紀

後
半
に
は
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
河
南
の
史
氏
は
も
と
は
突
豚
の
阿
史
那
氏
が
、
史
の
文
字
を
残
し
て

史
氏
と
名
乗
っ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
の
、
宣
城
・
高
密
・

京
兆
の
史
氏
は
、
建
康
の
史
氏
と
同
様
に
、
皆
史
丹
を
祖
と
し
て
い
る
点
で
共

通
し
て
い
る
。

六
．
何
（
盧
江
の
何
氏
何
氏
墓
誌
全
三
〇
件
＋
④
六
件
ー
1
三
六
件
中
＝

件
）　

収
集
し
た
何
氏
墓
誌
は
、
全
部
で
三
〇
件
で
あ
り
、
ソ
グ
ド
人
で
あ
ろ
う
と

考
え
ら
れ
る
①
と
②
と
の
合
計
は
全
体
の
約
二
七
％
を
占
め
る
ば
か
り
で
、
他

の
六
姓
の
中
で
最
も
少
な
い
。

　
何
氏
の
記
載
は
『
新
唐
書
』
に
は
な
い
が
、
「
元
和
姓
纂
』
巻
五
、
何
氏
の

条
に
は
、

　
　
周
成
王
弟
唐
叔
虞
、
喬
孫
韓
王
安
、
為
秦
所
滅
、
子
孫
分
散
、
江
准
間
音

　
　
以
韓
為
何
、
遂
為
何
氏
。

と
あ
り
、
何
氏
は
周
の
成
王
の
弟
唐
叔
虞
を
祖
先
に
持
ち
、
江
准
間
の
託
音
に

よ
っ
て
、
「
何
」
と
称
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
載
は
、
ほ
ぼ
こ
の
ま
ま

『
古
今
姓
氏
書
辮
謹
』
『
姓
氏
急
就
篇
』
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
魏

曳
日
」
巻
一
＝
二
、
官
氏
志
に
は
、

　
　
　
賀
抜
氏
、
後
改
為
何
氏
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

と
あ
る
。
北
魏
期
に
は
高
車
族
と
さ
れ
る
賀
抜
氏
が
何
氏
と
改
姓
し
て
い
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
詳
し
い
記
載
は
な
く
、
ま
た
賀
抜
氏
か
ら
何
氏

へ
改
姓
し
た
具
体
的
な
人
物
に
つ
い
て
も
伝
え
て
は
い
な
い
。
た
だ
し
、
北
魏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

以
降
に
も
、
賀
抜
姓
を
名
乗
る
人
が
史
書
に
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
高
車
族
の

賀
抜
氏
す
べ
て
が
改
姓
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
記
載
は
『
新
唐
書
』
に
も
『
元
和
姓
纂
』
に
も
採
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
唐
代
に
高
車
族
の
賀
抜
氏
で
、
何
姓
を
名
乗
っ
て
い
た
人
々
は
、
極
め

て
少
数
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
か
ら
、
一
つ
は
周
の
成
王
の
弟
唐
叔
虞
の
商
、
も
う
一
つ
は
極
め
て
少

数
な
が
ら
も
高
車
族
の
賀
抜
氏
の
改
姓
し
た
何
氏
が
唐
代
に
い
た
こ
と
と
な
る
。

　
何
氏
墓
誌
全
三
〇
件
と
何
氏
と
婚
姻
関
係
を
も
つ
六
件
を
合
計
し
た
三
六
件

の
う
ち
＝
件
、
約
三
〇
％
に
「
魔
江
」
と
い
う
地
名
が
記
さ
れ
て
い
る
〈
図

表
8
＞
。
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「
何
弘
敬
墓
誌
」
（
同
圖
゜
。
①
㎝
威
通
9
°
。
）
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
公
諦
弘
敬
、
字
子
粛
、
窟
江
人
也
。
周
唐
叔
虞
之
後
、
十
代
孫
萬
食
菜
於

　
韓
、
封
為
韓
氏
。
至
韓
王
安
、
為
秦
所
滅
、
子
孫
流
散
。
呉
音
軽
浅
、
呼

　
韓
為
何
、
因
以
為
氏
。
漢
時
比
干
於
公
為
始
祖
。
比
干
生
嘉
、
為
鷹
江
郡

　
長
史
、
罷
居
濤
縣
南
郷
福
貴
里
、
遂
以
歴
江
為
郡
望
。
至
公
九
代
祖
妥
、

　
仕
階
為
国
子
祭
酒
、
裏
城
公
。
文
徳
輝
赫
、
冠
絶
当
時
。
豚
後
因
称
嚢
城

　
公
房
。
又
六
代
祖
令
思
、
忠
勇
遭
世
、
武
芸
絶
倫
。
以
中
郎
将
統
飛
騎
、

　
破
蒋
延
陀
於
石
口
城
、
与
将
軍
喬
叔
望
執
失
思
力
争
功
、
為
叔
望
所
謳
、

　
奏
井
部
曲
八
百
人
、
遷
於
魏
相
貝
三
州
。
功
名
震
曜
、
代
済
其
美
。
縣
是

　
公
家
干
魏
。
曾
祖
俊
、
贈
左
散
騎
常
侍
、
生
太
保
韓
黙
、
太
保
生
太
師
諜

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

　
進
酒
。
公
太
師
之
嗣
也
。

公
、
諌
は
弘
敬
、
字
は
子
粛
、
窟
江
の
人
な
り
。
周
の
唐
叔
虞
の
後
、
十

代
の
孫
の
万
は
菜
を
韓
に
食
し
、
封
ぜ
ら
れ
て
韓
氏
と
な
る
。
韓
王
安
に

至
り
て
、
秦
の
滅
ぼ
す
所
と
な
り
、
子
孫
流
散
す
。
呉
音
軽
浅
な
れ
ば
、

韓
を
呼
び
て
何
と
為
し
、
因
り
て
以
て
氏
と
為
す
。
漢
の
時
、
比
干
公
に

始
祖
た
り
。
比
干
は
嘉
を
生
み
、
窟
江
郡
長
史
と
な
る
も
、
罷
め
て
灘
縣

南
郷
福
貴
里
に
居
し
、
遂
に
窟
江
を
以
て
郡
望
と
為
す
。
公
の
九
代
祖
の

妥
に
至
り
て
、
階
に
仕
え
国
子
祭
酒
・
裏
城
公
と
為
る
。
文
徳
は
輝
赫
し
、

当
時
に
冠
絶
た
り
。
厭
の
後
、
因
り
て
裏
城
公
の
房
と
称
す
。
又
た
六
代

祖
の
令
思
、
忠
勇
遮
世
に
し
て
、
武
芸
絶
倫
た
り
。
中
郎
将
を
以
て
飛
騎

を
統
べ
、
蒋
延
陀
を
石
口
城
に
破
る
も
、
将
軍
の
喬
叔
望
・
執
失
思
力
と

功
を
争
い
、
叔
望
の
謳
奏
す
る
所
と
為
り
、
部
曲
八
百
人
を
井
せ
て
、

魏
・
相
・
貝
三
州
に
遷
る
。
功
名
は
震
曜
し
、
代
々
其
の
美
を
済
す
。
是

　
　
に
蘇
り
て
公
は
魏
に
家
す
。

　
　
曾
祖
の
俊
は
、
左
散
騎
常
侍

　
　
を
贈
ら
れ
、
太
保
、
講
は
黙

　
　
を
生
み
、
太
保
は
太
師
、
誰

　
　
は
進
酒
を
生
む
。
公
は
太
師

　
　
の
嗣
な
り
。

　
こ
の
記
載
を
ま
と
め
る
と
、

「
何
弘
敬
は
、
盧
江
の
人
で
あ
り
、

唐
叔
虞
の
喬
で
あ
る
。
そ
の
十
代

孫
の
萬
は
韓
に
封
じ
ら
れ
た
が
、

安
の
時
に
秦
に
滅
ぼ
さ
れ
、
そ
の

子
孫
は
離
散
し
た
。
呉
の
誰
音
に

よ
っ
て
、
韓
は
何
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
、
そ
れ
を
姓
と
し
た
。

漢
の
時
の
比
干
を
始
祖
と
し
て
、

嘉
の
時
に
盧
江
に
住
む
よ
う
に
な

り
、
九
代
祖
の
妥
、
六
代
祖
の
令

思
、
曾
祖
の
俊
、
祖
の
太
保
、
父

の
進
酒
と
続
き
、
弘
敬
へ
と
至
っ

て
い
る
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
何
弘
敬
の
父
何
進
酒
は
『
旧
唐

書
』
巻
一
八
一
に
立
伝
さ
れ
て
お

り
、
そ
こ
に
は
「
霊
武
人
也
」
と

あ
り
霊
武
す
な
わ
ち
霊
州
出
身
と

〈図表8＞歴江

鍵 葬年　　　　姓 諦　　字　性　　　　魔江　　　　　　　　世系

091　③　何簡墓誌 742天宝1．7．30　　何 簡　　弘操 男 鷹江人也

099　②，何徳墓誌 754天宝亘3，1023　何 徳 伏徳 男 魔江潜人也 ・・�ｩ於韓

llL5　1③ 何載墓誌 809元和4．U 何 載 男 魔江郡 周成王母弟唐叔虞後

128　1③ 何允墓誌 827太和亘5 何 允 男 其先劇1怯

132a　① 何文哲墓誌 830大和4，10 何 贈 子洪 男 盧江郡開国公

136　③ 陸氏妻何氏墓誌 845会昌5，9，26 何 女 其先窟江人

142　③ 契芯公妻何氏墓誌 ＆17大中UO，2　　何 女 望在魔江郡

Il騒　1③ 何溢墓誌 850大中庚午n．281何 溢　1慮休 男 魔江郡開国公

155　1② 何弘敬墓誌 865成通6．8 何 弘敬　子粛 男 盧江人也 周唐叔虞之後

158　③ 何遂慕誌 867成通8．44 何 遂　　徳之 男 其先鷹江人也

163　④ 何穗故姫王桂花墓誌 875乾符2．7．6 王 珪華 女 窟江
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さ
れ
て
い
る
。
霊
州
は
階
唐
時
代
に
多
く
の
ソ
グ
ド
人
た
ち
が
本
貫
と
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

た
こ
と
が
羅
豊
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
霊
州
は
東
突
蕨
の
滅
亡
後
、

そ
れ
ま
で
突
豚
内
に
存
在
し
た
ソ
グ
ド
人
が
内
徒
し
た
六
胡
州
と
北
接
す
る
、

唐
の
北
方
辺
境
地
域
の
最
重
要
拠
点
の
一
つ
で
あ
る
。
霊
武
出
身
の
何
進
酒
の

息
子
で
あ
り
、
な
お
か
つ
魏
博
節
度
使
で
あ
っ
た
何
弘
敬
の
墓
誌
で
は
そ
の
本

貫
が
「
鷹
江
の
人
な
り
」
と
記
さ
れ
、
「
周
の
唐
叔
虞
の
後
」
で
あ
る
と
し
、

さ
ら
に
『
元
和
姓
纂
』
の
何
氏
の
記
載
と
ほ
ぼ
同
様
に
、
「
韓
」
と
い
う
音
が

「
何
」
に
転
説
し
た
と
の
記
載
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
墓
誌
は
森
部
豊
氏
の
論

　
　
　
（
4
8
）

考
に
詳
し
い
。
森
部
氏
は
、
「
（
階
代
の
儒
学
者
の
）
何
妥
以
前
は
仮
託
で
あ
り
、

何
令
思
に
つ
い
て
は
何
弘
敬
の
直
接
の
祖
で
あ
っ
た
と
考
え
る
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
盧
兆
蔭
氏
も
ま
た
「
志
文
所
謂
「
盧
江
人
也
，
周
唐
叔
虞
之
後
」
等
語
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

顕
系
出
子
偽
託
，
不
足
為
据
」
と
記
し
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
唐
叔
虞
の
後
商
と
な
る
た
め
に
、
つ
じ
つ
ま
を
あ
わ
せ
て
「
廣
江

の
人
」
と
墓
誌
に
記
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
祖
が
氏
族
系

譜
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
名
望
家
で
あ
っ
た
り
、
本
貫
が
そ
の
名
望
家
の
子

孫
が
い
る
と
さ
れ
る
場
所
で
あ
る
と
き
に
は
、
ど
ち
ら
か
が
そ
の
記
載
に
連
動

さ
せ
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
墓
誌
の
記
載
を
そ
の
ま
ま
信
用
す
る
の
は

大
変
危
険
で
あ
ろ
う
。

　
窟
江
と
い
う
地
名
は
『
元
和
郡
県
図
志
』
『
読
志
方
輿
紀
要
」
と
も
に
一
つ

に
限
定
で
き
、
盧
州
盧
江
県
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
上
述
し
た
よ
う

に
『
元
和
姓
纂
』
『
古
今
姓
氏
書
辮
謹
』
な
ど
に
よ
る
と
、
何
氏
は
「
江
准
間

に
唐
叔
虞
の
喬
が
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
〈
図
表
8
＞
に
よ
る
と
、
鷹
江
何

氏
の
墓
誌
＝
件
中
三
件
に
「
唐
叔
虞
」
「
韓
に
於
い
て
姓
を
受
け
る
」
な
ど

の
記
載
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
内
二
件
は
②
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
唐
の
中
盤
、

七
五
四
年
に
は
ソ
グ
ド
人
の
何
姓
の
中
に
麿
江
を
本
貫
と
称
す
る
者
が
お
り
、

特
に
唐
叔
虞
の
高
と
す
る
と
い
う
現
象
が
見
ら
れ
る
。

七
．
曹
（
誰
の
曹
氏
　
曹
氏
墓
誌
全
二
九
件
＋
④
一
四
件
騒
四
三
件
中
一
四
件
）

　
曹
氏
の
墓
誌
全
二
九
件
中
で
も
、
①
に
分
類
さ
れ
る
よ
う
な
曹
国
出
身
で
あ

る
こ
と
を
明
示
し
た
も
の
は
無
く
、
婚
姻
・
血
縁
関
係
か
ら
②
の
ソ
グ
ド
人
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
も
の
に
分
類
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

　
曹
氏
の
記
載
は
『
新
唐
書
』
と
『
元
和
姓
纂
』
と
で
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、

共
に
西
域
出
身
の
曹
氏
の
記
載
は
な
い
。
『
元
和
姓
纂
』
巻
五
、
曹
の
条
に
は

以
下
の
と
お
り
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
額
項
元
孫
陸
終
第
五
子
安
為
曹
氏
。
至
曹
挾
、
周
武
王
封
之
於
邦
、
為
楚

　
　
所
滅
、
遂
復
曹
氏
。
周
文
王
第
十
三
子
振
鐸
、
封
曹
、
亦
為
曹
氏
。
因
宋

　
　
所
滅
、
子
孫
以
為
氏
。

す
な
わ
ち
、
額
項
の
元
孫
陸
終
を
祖
と
し
て
お
り
、
そ
の
後
の
周
の
武
王
に
邦

に
封
じ
ら
れ
た
曹
挾
の
子
孫
と
、
周
の
文
王
の
第
十
三
子
で
曹
に
封
じ
ら
れ
た

振
鐸
の
子
孫
が
曹
を
姓
と
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

　
ま
た
『
古
今
姓
氏
書
辮
讃
』
の
曹
氏
の
唐
代
の
欄
は
、
『
新
唐
書
』
の
記
載

を
受
け
て
、
さ
ら
に
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
整
理
し
て
み
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
【
誰
国
】
漢
丞
相
平
陽
侯
　
曹
参

　
　
【
金
郷
】
唐
御
史
中
丞
　
曹
懐
舜

　
　
【
斉
郡
亭
山
県
】
唐
金
部
郎
中
長
史

　
　
【
東
海
】
晋
吏
部
尚
書
　
曹
簡

　
　
【
陳
留
】
晋
陳
留
太
守
　
曹
同
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〈図表9＞講

轍
葬年 姓 諏 宇 性 謙 祖

033a ③ 曹徳及妻淳干氏墓誌 669総章2．8．26 曹 徳 賄 男 謙人也 翻
042 ③　曹澄墓誌 673成亨4．8．14 曹 澄 鷺 男 沸國謙人也 曹参

047　② 康氏妻曹氏墓誌 677儀鳳2．ll．26 曹 女 沸郡謙人也 曹参

066a　③ 曹玄機及套陳氏墓誌 697神功i．［0，22 曹 玄機 警 男 沫國謙人也

081　．③ 曹氏墓誌 723開元！Lll．23 曹 明照 女 礁郡君 金河貴族

098al④ 焦禮及妻曹氏墓誌 75且天宝io．3．1 焦 禮 男 夫人謙郡曹氏

107 ② 曹景林墓誌 782建中3．9 曹 景林 男 謙郡開国公

125 ③ 王氏妻曹氏墓誌 824長慶4．Ll．25 曹 女 夫人謙郡曹託 魏公廿ヒ葉之苗商

140 ② 曹慶墓誌 ＆17大中1．7．21 曹 慶 縄 男 諜郡曹府君 父：琳123高平之人

147 ④ 曹氏妻張氏墓誌 852大中6．9．LO 誌郡曹氏之室

153 ④ 曹氏凄鄭氏墓誌 858大中12．lL．9 鄭 女 言焦郡府君韓義

156a ③ 曹惟政及妻張氏墓誌 865成通6．ll．7 蒋 惟政 男 公先毫州諜郡人也

160 ③ 曹謙墓誌 871成通12．5．2 曹 謙 髄 男 央州言黛郡人也

16且 ② 曹弘立墓誌　　　　　　871成通12．7．L1 曹 弘立 弘立 男　　族望謙郡人也　　　　漢相之窩

　
　
【
清
河
】
晋
清
河
太
守
　
曹
泓

　
　
【
鍾
鹿
】
魏
太
尉
　
曹
洪

　
こ
の
『
古
今
姓
氏
書
辮
謹
』
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
唐
代
の
曹
氏
は
、
河
南
の

ほ
か
に
、
浦
国
誰
県
・
金
郷
・
斉
郡
亭
山
県
・
東
海
・
陳
留
・
清
河
・
距
鹿
に

見
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
曹
参
・
曹
懐
舜
・
唐
金
部
郎
中
長
史
（
名
は
記
さ
れ
て

い
な
い
）
・
曹
簡
・
曹
同
・
曹
泓
・
曹
洪
を
祖
と
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
こ
で

は
、
西
域
の
ソ
グ
ド
人
や
ソ
グ
ド
人
以
外
の
非
漢
人
が
、
曹
姓
を
名
乗
っ
た
と

い
う
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。

　
曹
氏
を
墓
主
と
す
る
墓
誌
二
九
件
と
、
曹
氏
を
配
偶
者
に
持
つ
④
に
判
定
さ

れ
る
墓
誌
と
を
合
計
し
た
四
三
件
中
、
実
に
約
三
二
％
に
あ
た
る
一
四
件
の
墓

誌
に
「
誰
」
と
い
う
地
名
が
記
さ
れ
て
い
る
〈
図
表
9
＞
。

　
「
元
和
郡
県
図
志
』
『
読
志
方
輿
紀
要
』
に
よ
る
と
、
誰
な
る
地
は
数
件
存
在

す
る
。
そ
の
う
ち
浦
国
誰
、
柿
郡
諜
と
記
さ
れ
る
場
合
は
、
毫
州
諜
郡
の
地
を

指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
宋
州
誰
郡
に
つ
い
て
は
、
『
元
和
郡
県
図
志
』

『
読
志
方
輿
紀
要
』
と
も
に
記
載
が
な
い
が
、
五
八
三
（
階
開
皇
三
）
年
に
宋

州
小
黄
県
が
毫
州
に
属
し
、
そ
の
後
、
謙
県
と
改
称
さ
れ
た
こ
と
（
『
元
和
郡

県
図
志
』
巻
第
七
河
南
道
三
）
か
ら
、
や
は
り
こ
ち
ら
も
同
地
を
指
す
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
先
述
し
た
よ
う
に
『
古
今
姓
氏
書
辮
誼
』
に
よ
る
と
、
「
誰
」

つ
ま
り
「
浦
国
誰
」
に
曹
氏
が
存
在
し
て
お
り
、
彼
ら
は
漢
の
丞
相
平
陽
侯
で

あ
る
曹
参
を
祖
と
し
、
唐
代
に
は
御
史
中
丞
の
曹
懐
舜
を
輩
出
し
て
い
る
と
さ

れ
る
。
〈
図
表
9
＞
に
よ
る
と
曹
参
に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
記
載
は
團

国
口
圃
圏
に
確
認
で
き
、
ま
た
、
同
圓
に
は
『
古
今
姓
氏
書
辮
謹
』
で
は

「
浦
国
誰
」
の
系
統
と
は
さ
れ
て
い
て
い
な
い
曹
苗
の
名
前
を
確
認
で
き
る
。



156

＜図表10＞名望家

墓誌銘　　　　i　　　葬年 姓　　緯　　字 性 名望家

OlOa　② 苗諒及妻安氏墓誌　　　　650永徽1，7，9 曹 諒 叔子 男 暫祓

027　③ ｛媚II脇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　晒舗1．2，24 何 岡II 僧詳 男 纈項・周文

029 ② 史信墓誌　　　　　　　1665麟徳2，τ12 史 信 安期 男 史雲・史嵩

031 ② 曹欽墓誌　　　　　　　　　　　　　　　　1　667幽2．11．5 曹 欽 毛良 男 騰
033a ③ 　　　　　　　　　　．v徳及妻淳干氏墓誌　　1669総章2．8．26 暫 徳 齢 男 曲
041 ① 駈懸　　　　　　　　　　　　　　　673∫戒亨弓．5．29 康 元敬 留師 男 畢萬

042 ③ 曹澄鵜　　　　　　　　　　　　　　673∫成亨4，8，14 智 澄 景激 男 振脚

047 ② 康氏妻曹氏墓誌　　　　　1677儀鳳2．ll．26　　　　　　　　　　… 曹 女 曹参

048 ① 越騨姦志　　　　　　　　　　　　　678惇隻鳳3，11，8 史 道徳 萬安 男 史魚・史丹

Q50a ③ 暫宮墓誌　　　　　　　679調露1．10，13 曹 宮 髄 男 暫参

061a ② 厨老椙1麟志　　　　　　　　　　　　　　694長壽3，4．7 康 智 感 男 劔
082 ③

石暎墓誌　　　　　　　’724開元12．4，　　　　　　　　　　．

石 映 鑓 男 石硝・苞

093 ② 史響薩墓誌　　　　　　　744天宝3．11．23 史 思祀 伯珪 男 史丹

099 ② 何徳墓誌　　　　　　1754天宝13．10．23 何 徳 賄 男 受姓於韓

102 ③ 康暉墓誌　　　　　　　，765永泰1．6．21 康 暉 懐智 男 康叔

h3 ③ 曹又墓誌　　　　　　1807元和2，10．19 曹 又 元意 男

螂115 ③ 何載墓誌　　　　　　　．809元和4．11 何 載 男 唐叔虞

138 ③ 張鋒妻史氏墓誌　　　　．847大中1．4 史 女 史丹

155 ② イ可弘蟷志　　　　　　　　　865樋6．8 何　1弘敬 子廟 男

轍L57 ③ 何挽墓誌　　　　　　　　866威通7，1L，19 何 挽 嬬 男 ノ蓮淑虞

L58
③　何遂墓誌　　　　　　1867威通＆4．4　　　　　　　　　　　　L

何 遂 徹 男 周武王

「
康
氏
妻
曹
氏
墓
誌
」
（
團
睾
儀
鳳
・
・
』
）
は
、
ソ
グ
ド
姓
同
士
の
婚
姻

で
あ
る
た
め
に
ソ
グ
ド
人
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
②
に
分
類
さ
れ
る
が
、
そ
こ

に
は
、

　
　
夫
人
曹
氏
者
、
柿
郡
礁
人
也
。
漢
相
曹
恭
之
後
、
窺
當
塗
之
苗
胤
。

と
刻
さ
れ
、
誰
を
本
貫
と
し
、
曹
参
を
祖
先
と
す
る
記
載
が
あ
る
。

　
「
誰
」
と
記
さ
れ
た
一
四
件
の
墓
誌
の
う
ち
四
件
園
囲
同
圖
團
同
團
が

②
と
判
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
毫
州
誰
郡
に
ソ
グ
ド
人
が
存
在
し
て
い
た
可
能

性
を
示
す
一
方
で
、
墓
主
が
「
誰
」
と
関
係
が
深
い
曹
氏
、
つ
ま
り
曹
参
の
子

孫
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
と
い
う
、
中
国
特
有
の
文
化
が
ソ
グ
ド
人
の
墓
誌

に
現
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
四
節
　
世
系
の
虚
偽

　
そ
れ
な
ら
ば
、
上
記
の
「
諜
」
や
「
盧
江
」
が
ソ
グ
ド
人
の
墓
誌
に
記
載
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
ソ
グ
ド
人
が
河
南
地
域
に
あ
る
毫
州
諜
郡
や
盧
州

窟
江
に
お
い
て
漢
人
と
雑
居
し
、
同
地
を
本
貫
と
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
〈
図
表
1
0
＞
は
、
名
望
家
を
先
祖
と
し
て
い
る
か
、
も
し
く
は
先
祖
と
ま
で

は
明
記
し
な
い
ま
で
も
、
同
姓
の
名
望
家
を
墓
誌
中
に
記
載
し
て
い
る
ソ
グ
ド

姓
墓
誌
を
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
一
件
中
十
件
が
①
或
い
は
②
で
、
ソ
グ

ド
人
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
墓
誌
の
記
載
か
ら
確
認
で
き
る
。
す
な
わ

ち
、
名
望
家
や
そ
の
人
物
と
連
動
し
て
い
る
地
域
が
墓
誌
中
に
記
さ
れ
る
か
ら

と
い
っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
ソ
グ
ド
人
で
な
い
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
墓
誌
中
に
先
祖
が
あ
た
か
も
名
望
家
で
あ
る
と
記
し
、
そ
の
人
物
と
関
連
す

る
地
域
を
本
貫
と
す
る
現
象
は
、
何
氏
が
①
②
合
計
八
件
中
三
件
、
曹
氏
が
一
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一
件
中
六
件
に
上
っ
て
い
る
。
他
の
五
姓
と
異
な
っ
て
、
特
に
こ
の
二
姓
に
多

く
こ
の
よ
う
な
状
況
が
見
ら
れ
る
原
因
は
何
処
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず

考
え
ら
れ
る
の
は
、
①
と
②
の
約
五
五
％
を
占
め
る
安
・
米
・
康
の
三
姓
は
唐

代
に
世
系
の
パ
タ
ー
ン
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
祖
を
名
望
家
と
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
何
・
曹
と
石
・
史
と
の
相
異
点
に
着
眼
す

る
と
、
何
・
曹
は
ソ
グ
ド
人
が
姓
と
す
る
以
外
は
主
に
漢
人
が
姓
と
し
た
（
何

は
ソ
グ
ド
人
以
外
の
非
漢
人
は
ご
く
少
数
）
の
に
対
し
て
、
石
・
史
の
二
姓
は
、

ソ
グ
ド
人
と
漢
人
以
外
に
、
ソ
グ
ド
人
以
外
の
非
漢
人
も
姓
に
す
る
場
合
が
あ

る
こ
と
が
想
起
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
伝
統
的
な
家
格
を
重
視
す
る
唐
代
社

会
に
お
い
て
、
何
・
曹
の
二
姓
は
、
何
姓
は
窟
江
・
唐
叔
虞
、
曹
姓
は
謙
・
曹

参
と
い
う
よ
う
に
、
地
名
と
名
望
家
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
ど
ち
ら
か
に
仮

託
す
る
こ
と
で
簡
単
に
中
華
の
名
族
た
る
、
漢
人
文
化
中
に
尊
ば
れ
る
地
位
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
石
・
史
の
二
姓
は
、
あ
る
一
定
の

地
域
や
名
望
家
へ
の
仮
託
が
即
ち
漢
人
で
あ
る
こ
と
に
つ
な
が
ら
な
い
た
め
に
、

世
系
に
こ
う
し
た
偽
り
が
少
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

　
ソ
グ
ド
墓
誌
の
記
載
中
に
は
、
ソ
グ
ド
人
で
あ
る
と
い
う
傾
向
が
明
白
で
あ

る
一
方
で
、
漢
人
社
会
に
お
け
る
名
望
家
を
世
系
に
取
り
入
れ
る
と
い
う
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
な
状
態
が
示
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
存
在
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
ソ
グ

ド
人
の
漢
人
文
化
吸
収
の
一
面
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
今
後
は
、
ソ
グ
ド
人

以
外
の
非
漢
人
の
墓
誌
と
比
較
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
ど
う
し
て
特
定
の
名
望
家
を
選
び
、
そ
れ
を
墓
誌
に
明
記
し
た
の
か
に
関

し
て
は
、
唐
代
の
氏
族
系
譜
の
由
来
、
記
さ
れ
る
名
望
家
の
取
捨
選
択
の
基
準

が
何
ら
か
の
形
で
関
係
し
て
く
る
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
の
考
察
の
結
果
と
し
て
、
以
下
の
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、

対
象
と
し
た
ソ
グ
ド
七
姓
は
大
き
く
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
a
安
・
康
・
米
の
三
姓
と
b
石
・
史
・
何
・

曹
の
四
姓
で
あ
る
。

　
a
の
三
姓
と
b
の
四
姓
の
そ
れ
ぞ
れ
を
見
て
み
る
と
、
a
の
三
姓
を
有
す
る

者
は
、
『
元
和
姓
纂
」
『
新
唐
書
』
な
ど
の
文
献
史
料
か
ら
も
、
ま
た
墓
誌
資
料

に
お
い
て
も
ソ
グ
ド
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
①
②
が
全
体
の
約
八
五
％
を
占
め

る
こ
と
か
ら
も
、
安
・
康
・
米
の
三
姓
を
有
す
る
者
が
ソ
グ
ド
人
で
あ
る
可
能

性
は
極
め
て
高
い
。
こ
の
こ
と
は
、
a
の
三
姓
が
墓
誌
以
外
の
史
料
に
現
れ
る

場
合
で
も
、
彼
ら
を
ソ
グ
ド
人
と
判
断
し
て
ま
ず
差
し
支
え
な
い
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。

　
一
方
、
b
の
四
姓
を
名
乗
る
人
々
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
ソ
グ
ド
人

以
外
に
こ
れ
ら
の
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
四

姓
の
中
で
も
、
傾
向
は
さ
ら
に
二
つ
に
分
類
で
き
る
。
曹
・
何
姓
は
ソ
グ
ド
人

以
外
に
主
に
漢
人
が
名
乗
り
、
石
・
史
の
二
姓
は
、
ソ
グ
ド
人
以
外
に
、
漢

人
・
ソ
グ
ド
人
以
外
の
非
漢
人
が
名
乗
る
。
こ
れ
は
、
曹
・
何
の
二
姓
の
墓
誌

に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
誰
国
曹
参
」
・
「
盧
江
唐
叔
虞
」
の
後
商
と
仮
託
す
る
傾
向
が

強
く
見
ら
れ
る
現
象
と
符
号
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
仮
託
し
て
い
る
墓
誌

の
中
に
も
、
ソ
グ
ド
人
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
も
の
も
あ
り
、
名
望
家
や
そ

の
名
望
家
と
関
係
の
あ
る
土
地
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
ソ
グ
ド
人
の
墓

誌
が
往
々
に
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　
ソ
グ
ド
人
た
ち
の
墓
誌
は
、
中
国
へ
の
内
附
後
も
、
特
定
の
姓
を
名
乗
り
、
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ソ
グ
ド
人
同
士
で
婚
姻
関
係
を
結
ぶ
な
ど
の
ソ
グ
ド
人
で
あ
る
こ
と
を
比
較
的

持
続
す
る
傾
向
を
示
す
一
方
で
、
先
祖
を
名
望
家
に
仮
託
す
る
よ
う
な
中
華
の

要
素
を
も
取
り
込
む
と
い
う
、
矛
盾
し
た
よ
う
に
も
見
え
る
状
態
が
認
め
ら
れ

る
。　

「
そ
の
人
の
西
域
出
身
た
る
こ
と
が
略
推
測
さ
れ
る
場
合
の
外
は
、
軽
々
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

い
断
定
を
さ
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
と
の
桑
原
氏
の
指
摘
は
首
肯
す
べ
き
で
あ
り
、

ソ
グ
ド
人
と
判
定
す
る
際
に
は
「
四
周
の
事
情
」
の
確
認
が
必
須
と
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
。
本
稿
は
、
そ
の
た
め
の
初
歩
的
な
試
み
で
あ
る
。

　
注
（
↓
　
護
雅
夫
『
古
代
遊
牧
帝
国
』
中
公
新
書
四
三
七
　
中
央
公
論
社
　
一
九
七
六

護
氏
は
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
地
方
に
、
緩
や
か
な
同
盟
関
係
が
結
ば
れ
て
い
た
の
に
は
、
①

北
方
民
族
に
備
え
る
。
②
昭
武
と
い
う
王
家
の
支
配
を
受
け
て
い
た
か
ら
と
し
て
い
る
。

（
2
）
　
羽
田
明
「
ソ
グ
ド
人
の
東
方
活
動
」
『
岩
波
講
座
　
世
界
歴
史
六
　
東
ア
ジ
ア
世

界
の
形
成
皿
　
内
陸
ア
ジ
ア
世
界
の
形
成
』
一
九
七
九
ほ
か

（
3
）
調
査
資
料
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

『
唐
代
墓
誌
所
在
総
合
目
録
』
「
新
版
　
唐
代
墓
誌
所
在
総
合
目
録
』
氣
賀
澤
保
規
　
明

治
大
学
文
学
部
東
洋
史
研
究
室
　
汲
古
書
院
　
一
九
九
七

『
現
存
唐
代
墓
誌
研
究
一
総
合
目
録
の
作
成
』
吉
岡
真
　
一
九
九
八

『
石
刻
題
践
索
引
』
楊
殿
殉
　
商
務
印
書
館
　
一
九
四
〇

『
洛
陽
出
土
墓
誌
目
録
』
洛
陽
市
文
物
管
理
局
　
洛
陽
市
文
物
工
作
隊
　
朝
華
出
版
社

二
〇
〇
一

『
北
京
図
書
館
蔵
中
国
歴
代
石
刻
拓
本
彙
編
』
第
一
一
～
三
五
冊
　
北
京
図
書
館
金
石

中
州
古
籍
出
版
社
　
一
九
八
九

「
唐
代
墓
誌
銘
彙
編
附
考
』
第
｝
～
一
八
冊
　
毛
漢
光
撰
　
台
湾
中
央
研
究
院
歴
史
語

言
研
究
所
　
一
九
八
四
～
一
九
九
四

『
千
唐
誌
斎
蔵
誌
』
上
下
二
冊
　
河
南
省
文
物
研
究
所
・
河
南
省
洛
陽
地
区
文
管
所

文
物
出
版
社
　
一
九
八
九

『
唐
宋
墓
誌
一
遠
東
学
院
蔵
拓
本
図
録
』
香
港
中
文
大
学
中
国
文
化
研
究
史
料
叢
刊
二

饒
宗
噸
　
中
文
大
学
出
版
社
　
一
九
八
一

『
陪
唐
五
代
墓
誌
彙
編
』
全
三
〇
冊
　
天
津
古
籍
出
版
社
　
一
九
九
一
～
九
二

『
洛
陽
出
土
歴
代
墓
誌
輯
縄
』
洛
陽
市
文
物
工
作
隊
　
中
国
社
会
科
学
出
版
社

一
九
九
一

『
唐
代
墓
誌
彙
編
』
『
唐
代
墓
誌
彙
編
続
集
』
周
紹
良
　
上
海
古
籍
出
版
社

一
九
九
二
～
二
〇
〇
一

『
全
唐
文
』
董
諮
等
　
上
海
古
籍
出
版
社
　
一
九
九
〇

『
全
唐
文
新
編
』
周
紹
良
　
吉
林
文
史
出
版
社
　
一
九
九
九

『
全
唐
文
補
遺
』
陳
西
省
戸
籍
整
理
弁
公
室
　
呉
鋼
　
三
秦
出
版
社

一
九
九
四
～
二
〇
〇
〇

『
新
中
国
出
土
墓
誌
』

　
陳
西
（
壷
・
颪
）
中
国
文
物
研
究
所
　
陳
西
省
古
籍
整
理
弁
公
室
　
文
物
出
版
社

　
二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
三

　
河
南
（
萱
・
武
）
中
国
文
物
研
究
所
　
河
南
省
文
物
考
古
研
究
所
　
文
物
出
版
社

　
一
九
九
四
～
二
〇
〇
二

　
重
慶
　
中
国
文
物
研
究
所
　
重
慶
市
博
物
館
　
文
物
出
版
社
　
二
〇
〇
二

　
北
京
（
壼
）
　
中
国
文
物
研
究
所
　
北
京
石
刻
芸
術
博
物
館
　
文
物
出
版
社

　
二
〇
〇
三

『
吐
魯
番
出
土
縛
誌
集
注
』
上
下
二
巻
　
侯
燦
・
呉
美
琳
　
巴
厨
書
舎
　
二
〇
〇
三

『
階
唐
五
代
石
刻
文
献
全
編
』
国
家
図
書
館
善
本
金
石
組
　
北
京
図
書
館
出
版
社

二
〇
〇
三

『
固
原
南
郊
階
唐
墓
地
』
羅
豊
　
寧
夏
回
族
自
治
区
固
原
博
物
館
　
文
物
出
版
社

一
九
九
六

『
唐
史
道
洛
墓
』
原
州
聯
合
考
古
隊
　
勉
成
出
版
　
二
〇
〇
〇

＊
一
九
九
六
年
（
『
唐
代
墓
誌
彙
編
続
集
』
の
収
録
年
限
）
か
ら
二
〇
〇
四
年
七
月
ま
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で
は
、
『
文
物
』
・
『
考
古
』
・
『
考
古
与
文
物
』
の
三
雑
誌
で
調
査
し
た
。

（
4
）
　
「
薩
宝
」
の
ほ
か
に
「
薩
保
」
「
薩
甫
」
と
も
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

（
5
）
　
榎
一
雄
氏
に
よ
る
と
、
植
民
聚
落
の
形
成
は
ユ
ダ
ヤ
教
徒
・
ア
ル
メ
ニ
ア
商
人
に

も
、
共
通
し
て
見
ら
れ
る
と
い
う
。
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
国
際
貿
易
　
キ
ャ
ラ
バ
ン
貿

易
」
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
歴
史
か
ら
』
研
文
出
版
一
九
七
九

（
6
）
　
藤
田
豊
八
「
西
域
研
究
」
『
東
西
交
渉
史
の
研
究
　
西
域
編
及
附
篇
』
岡
書
院

　
一
九
三
三
　
三
〇
〇
頁

（
7
）
　
護
雅
夫
　
前
掲
『
古
代
遊
牧
帝
国
』
一
八
五
頁

（
8
）
　
羽
田
明
　
前
掲
「
ソ
グ
ド
人
の
東
方
活
動
」
四
二
六
～
四
二
七
頁

（
9
）
　
吉
田
豊
「
ソ
グ
ド
語
雑
録
（
H
）
」
『
オ
リ
エ
ン
ト
』
第
三
一
巻
　
第
二
号
　
日
本

　
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
　
一
九
八
九

「〈

V
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉
中
国
の
中
央
ア
ジ
ア
人
　
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
東
端
の
発
見
」

　
『
ζ
田
○
ζ
¢
o
。
国
¢
ζ
研
究
紀
要
』
第
四
号
　
秀
明
文
化
財
団
　
二
〇
〇
四

（
1
0
）
　
荒
川
正
晴
「
北
朝
階
・
唐
代
に
お
け
る
「
薩
寳
」
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
」
『
東
洋

史
苑
』
第
五
〇
・
五
一
号
合
併
号
　
龍
谷
大
学
東
洋
史
学
研
究
会
　
一
九
九
八

　
「
ソ
グ
ド
人
の
移
住
聚
落
と
東
方
交
易
活
動
」
『
岩
波
講
座
　
世
界
歴
史
一
五
　
商
人
と

　
市
場
』
岩
波
書
店
一
九
九
九
　
八
九
・
九
四
頁

（
H
）
　
ソ
グ
ド
姓
は
本
研
究
で
扱
っ
た
七
姓
以
外
に
、
程
・
支
・
畢
・
羅
は
ソ
グ
ド
人
が

名
乗
っ
て
い
た
姓
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
判
断
す
る
際
に
は
こ
の
四
姓
を
含
め

　
た
。
桑
原
隆
藏
　
前
掲
「
階
唐
時
代
に
支
那
に
来
住
し
た
西
域
人
に
就
い
て
」
参
照

（
1
2
）
　
一
九
八
三
年
同
じ
く
固
原
の
李
賢
夫
婦
合
葬
墓
（
天
和
四
（
五
六
九
）
年
埋
葬
）

　
か
ら
出
土
。
寧
夏
回
族
自
治
区
固
原
博
物
館
蔵
。

（
1
3
）
　
羅
豊
『
固
原
南
郊
階
唐
墓
地
』
寧
夏
回
族
自
治
区
固
原
博
物
館
　
文
物
出
版
社

　
一
九
九
六

（
1
4
）
　
栄
新
江
「
北
朝
階
唐
粟
特
聚
落
的
内
部
形
態
」
『
中
古
中
国
与
外
来
文
明
』
生
活

　
読
書
新
知
三
聯
書
店
出
版
社
　
二
〇
〇
一

（
1
5
）
　
森
部
豊
「
後
晋
安
万
金
・
何
氏
夫
妻
墓
誌
銘
お
よ
び
何
君
墓
誌
銘
」
『
内
陸
ア
ジ

　
ア
言
語
の
研
究
』
二
〇
〇
一

（
1
6
）
　
吉
田
豊
　
前
掲
「
ソ
グ
ド
語
の
人
名
を
再
構
す
る
」
六
八
～
六
九
頁

（
1
7
）
　
池
田
温
　
前
掲
「
8
世
紀
中
葉
に
お
け
る
敦
煙
の
ソ
グ
ド
人
聚
落
」
『
ユ
ー
ラ
シ

　
ア
文
化
研
究
』
北
海
道
大
学
文
学
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
文
化
研
究
室
　
一
九
六
五

（
1
8
）
　
池
田
温
　
前
掲
「
8
世
紀
中
葉
に
お
け
る
敦
煙
の
ソ
グ
ド
人
聚
落
」
六
四
頁

（
1
9
）
　
吉
田
豊
「
ソ
グ
ド
語
雑
録
（
皿
）
」
『
内
陸
ア
ジ
ア
原
語
の
研
究
V
』
（
神
戸
市
外

国
語
大
学
外
国
語
学
研
究
二
一
）
一
九
八
九

（
2
0
）
　
「
史
射
勿
墓
誌
」
は
埋
葬
年
が
、
大
業
六
（
六
一
〇
）
年
で
あ
る
た
め
、
本
研
究

　
の
対
象
か
ら
は
は
ず
れ
て
い
る
。

（
2
1
）
　
吉
田
豊
　
．
．
幻
国
≦
国
≦
ω
O
o
導
器
営
゜
う
o
ミ
首
o
ミ
§
」
§
ミ
o
箱
§
ミ
ぎ
蓋
鳶
丸
斧

的
ミ
せ
§
蕊
ミ
ミ
鳴
⑦
ミ
§
9
織
§
織
ぎ
『
ミ
討
§
鷺
註
o
駐
§
織
9
爵
の
討
§
ミ
嵩
§
康

　
9
ミ
§
h
工
の
ミ
ぎ
ト
ミ
、
の
o
鴫
ミ
貸
鐸
ぎ
適
き
の
曼
帖
§
§
織
o
ミ
実
ぎ
蕊
帆
§
ミ

宥
尋
§
誠
ミ
ミ
鳴
§
ミ
ミ
§
p
ロ
ロ
団
Z
凶
0
7
0
一
霧
o
り
邑
㎝
・
≦
一
＝
冨
∋
ω
゜
．
．
ヨ
鳴
ミ
§
き

ミ
ミ
翁
⑦
簿
8
N
ミ
O
試
⑩
ミ
ミ
§
亀
国
誉
o
§
の
ミ
ミ
＄
㎝
↓
＼
卜
⊃
－
一
ゆ
漣
も
．
ω
Φ
一
’

（
2
2
）
　
森
部
豊
「
略
論
唐
代
霊
州
和
河
北
藩
鎮
」
『
中
国
歴
史
地
理
論
集
　
漢
唐
長
安
与

黄
土
高
原
』
陳
西
師
範
大
学
　
一
九
九
八

　　　　　　　A　　　A　　　A　　　　　　　　A

28琶鍾i璽峯集i姿が
あ
る
。

る
が
半
ば
こ
ろ
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
、

後
二
二
六
）
）

し
て
い
る

内
附
の
時
期
と
安
息
国
の
存
在
し
た
時
期
と
を
考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

桑
原
陥
藏
「
階
唐
時
代
に
支
那
に
来
住
し
た
西
域
人
に
就
い
て
」
『
桑
原
隣
藏
全

第
二
巻
』
岩
波
書
店
　
一
九
六
三
．
三

桑
原
陥
藏
　
前
掲
「
階
唐
時
代
に
支
那
に
来
住
し
た
西
域
人
に
就
い
て
』
一
＝
九
頁

桑
原
陥
藏
　
前
掲
「
陪
唐
時
代
に
支
那
に
来
住
し
た
西
域
人
に
就
い
て
」
三
二
五
頁

桑
原
隅
藏
　
前
掲
「
陪
唐
時
代
に
支
那
に
来
住
し
た
西
域
人
に
就
い
て
」
三
三
六
頁

桑
原
隙
藏
　
前
掲
「
陪
唐
時
代
に
支
那
に
来
住
し
た
西
域
人
に
就
い
て
」
三
三
五
頁

安
国
出
身
と
考
え
ら
れ
る
安
姓
の
も
の
で
も
、
安
息
国
出
身
で
あ
る
と
す
る
場
合

　
　
桑
原
氏
は
、
『
北
史
』
巻
九
二
に
お
け
る
、
安
吐
根
は
「
安
息
胡
人
」
と
あ

、
「
曾
祖
入
魏
」
と
い
う
記
載
か
ら
、
安
吐
根
の
曾
祖
が
内
附
し
た
の
は
五
世
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
時
期
に
安
息
国
（
パ
ル
テ
ィ
ア
（
前
二
四
七
～

　
　
　
は
存
在
し
て
い
な
い
の
で
、
安
息
人
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
指
摘

　
　
（
前
掲
「
階
唐
時
代
に
支
那
に
来
住
し
た
西
域
人
に
就
い
て
」
三
一
五
頁
）
。
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ら
れ
る
。
今
回
収
集
し
た
墓
誌
の
中
に
も
、
「
安
萬
通
墓
誌
」
（
同
囹
⑳
密
永
徽
9
一
・
。
°

　
一
）
、
「
史
索
巌
夫
人
安
娘
墓
誌
」
（
同
圃
凹
①
罐
麟
徳
一
」
一
」
①
）
、
「
安
令
節
墓
誌
」

　
（
同
…
回
ざ
㎝
神
龍
一
゜
ρ
㎝
）
、
「
李
（
安
）
元
光
及
妻
阿
史
那
氏
墓
誌
」
（
口
團
刈
逡
貞
元

　
一
〇
」
一
』
°
。
）
の
四
件
に
見
ら
れ
た
が
、
全
て
内
附
し
た
時
期
が
安
息
国
の
滅
亡
（
二
二

六
年
）
よ
り
遅
い
と
考
え
ら
れ
た
。

（
2
9
）
　
『
旧
唐
書
』
巻
五
五
、
李
軌
伝
、
『
新
唐
書
』
巻
八
六
、
李
軌
伝
に
記
載
が
あ
る
。

（
3
0
）
　
武
威
姑
藏
の
安
氏
の
他
に
は
、
南
宋
の
鄙
名
世
に
よ
る
『
古
今
姓
氏
書
辮
誼
』
巻

八
に
は
「
河
南
安
氏
，
後
魏
安
遅
氏
改
為
安
氏
」
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
河
南
に
は
北

魏
の
安
渥
氏
が
安
氏
と
改
め
た
人
々
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に

類
似
す
る
記
載
が
あ
る
は
ず
の
『
魏
書
』
官
氏
志
に
は
、
安
氏
の
記
載
は
な
い
た
め
、

桑
原
氏
や
『
北
朝
胡
姓
考
』
を
記
し
た
銚
薇
元
氏
は
、
共
に
こ
の
記
載
は
疑
わ
し
い
と

　
し
て
い
る
。

（
3
1
）
　
「
安
元
壽
妻
程
六
娘
墓
誌
」
（
同
劇
凹
謁
刈
開
元
蜀
卜
。
』
㊤
）
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　
妻
の
姓
で
あ
る
「
穆
」
は
ソ
グ
ド
姓
の
一
つ
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ソ
グ
ド
人
同
士
の

婚
姻
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
3
2
）
　
康
氏
の
記
載
は
、
『
潜
夫
論
』
『
風
俗
通
』
に
な
く
、
『
新
唐
書
』
に
も
な
い
。
『
元

和
姓
纂
』
巻
五
、
康
「
衛
康
叔
之
孫
、
以
詮
為
姓
也
」
と
い
う
記
載
が
最
も
古
い
も
の

　
で
あ
る
。
唐
代
以
前
に
康
姓
を
持
つ
人
物
は
、
『
晋
書
』
巻
一
〇
二
、
載
記
、
劉
聡
に

　
「
太
史
令
康
相
」
と
い
う
人
物
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
の
出
自
は
不
明
で
あ
る
し
、

『
梁
書
』
巻
一
八
、
康
絢
伝
の
康
絢
は
「
康
居
の
人
」
と
あ
る
の
み
で
、
桑
原
氏
の
指

摘
通
り
、
階
唐
以
前
の
正
史
や
『
資
治
通
鑑
』
中
に
は
康
姓
を
持
つ
漢
人
は
ほ
と
ん
ど

　
い
な
い
。
ま
た
、
安
姓
の
者
が
「
安
息
国
人
」
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
康
姓

　
に
は
「
康
居
人
」
と
記
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
羽
田
明
氏
に
よ
る
と
、
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ

地
方
は
、
『
史
記
』
大
宛
伝
・
『
漢
書
』
西
域
伝
な
ど
に
あ
ら
わ
れ
る
康
居
の
勢
力
下
で

あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
（
前
掲
「
ソ
グ
ド
人
の
東
方
活
動
」
四
一
六
頁
）
、
ま
た
『
後

漢
書
』
（
巻
八
八
、
西
域
伝
、
栗
ざ
）
に
は
、
「
栗
ざ
（
ソ
グ
ド
）
國
属
康
居
」
と
あ
る

　
こ
と
か
ら
、
墓
誌
に
康
姓
で
康
居
人
と
あ
る
場
合
に
は
、
即
ち
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
地
方
出

身
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
3
3
）
　
『
晋
書
』
巻
】
四
、
地
理
志
上
、
涼
州

　
　
元
康
五
年
、
恵
帝
…
…
又
別
立
會
稽
・
新
郷
、
凡
八
県
為
晋
昌
郡
。

『
通
典
』
巻
一
七
四
、
州
郡
典
、
瓜
州

　
瓜
州
今
理
晋
昌
県
。
古
西
戎
地
。
戦
国
時
、
為
月
支
所
居
。
秦
末
漢
初
、
属
旬
奴
、

　
武
帝
以
後
為
緻
煙
郡
地
。
後
漢
・
魏
・
晋
皆
因
之
。
後
魏
属
常
楽
・
会
稽
二
郡
。
後

　
　
周
属
会
稽
郡
。
符
堅
徒
江
漢
之
人
萬
余
戸
於
徽
煙
、
中
州
人
有
田
疇
不
關
者
亦
徒
七

　
千
余
戸
。
涼
武
昭
王
遂
以
南
人
置
会
稽
郡
、
以
中
州
人
置
広
夏
郡
。
後
周
因
旧
名
置

　
　
晋
昌
郡
。
階
廃
之
、
以
属
激
煙
郡
。
大
唐
置
瓜
州
、
古
瓜
州
、
説
在
熾
燈
郡
。
或
為

　
　
晋
昌
郡
。

（
3
4
）
　
栄
新
江
　
前
掲
『
中
古
中
国
与
外
来
文
明
』
六
〇
～
六
二
・
九
一
～
九
二
頁

（
3
5
）
　
『
潜
夫
論
』
『
風
俗
通
』
『
元
和
姓
纂
』
『
新
唐
書
』
に
米
姓
の
記
載
は
な
い
。
米
姓

　
の
記
載
が
は
じ
め
て
現
れ
る
の
は
『
古
今
姓
氏
書
辮
謹
』
巻
二
四
「
米
　
西
域
米
国
胡

人
。
入
中
国
者
、
因
以
為
姓
」
の
記
載
で
あ
る
。
ま
た
、
『
姓
氏
急
就
篇
』
巻
上
に
も

「
米
氏
、
胡
姓
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
四
八
、
唐
紀
の
胡
注
に
は
、

「
米
姓
出
於
西
域
、
康
居
枝
庶
分
為
米
国
、
復
入
中
国
、
子
孫
遂
以
為
姓
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
米
姓
は
米
国
出
身
者
だ
け
が
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

（
3
6
）
　
桑
原
階
藏
　
前
掲
「
階
唐
時
代
に
支
那
に
来
住
し
た
西
域
人
に
就
い
て
」
三
三
六

頁
で
、
「
米
姓
は
唐
の
中
世
か
ら
始
め
て
支
那
の
記
録
中
に
現
れ
て
来
て
、
そ
れ
は
西

域
の
胡
人
に
限
っ
た
。
」
と
述
べ
る
。

（
3
7
）
　
『
元
和
姓
纂
』
巻
一
〇
、
石

　
　
衛
大
夫
石
硲
之
後
。
又
石
馳
仲
、
衛
大
夫
。
生
石
祁
子
、
見
左
伝
。
礼
記
、
楚
有
石

　
　
奢
。
鄭
石
癸
、
癸
字
甲
父
。
周
石
速
。
漢
石
商
・
石
奮
。
奮
生
建
・
慶
、
号
「
万
石

　
　
君
」
。

　
　
【
渤
海
】
奮
窩
孫
苞
、
晋
司
徒
、
楽
陵
公
、
生
喬
・
統
・
越
・
峻
・
傭
・
嵩
。
統
孫

　
　
瑛
、
趙
司
空
、
五
代
孫
春
。
春
五
代
孫
響
、
唐
虞
部
郎
中
。

　
　
【
平
原
】
厭
次
人
、
奮
後
、
晋
司
徒
石
竪
。
又
駕
部
郎
中
石
仲
覧
、
宣
州
人
、
今
居

　
広
陵
。

　
　
【
上
黛
】
晋
石
勒
、
上
党
武
郷
掲
胡
也
、
晋
元
時
信
位
称
王
、
都
嚢
国
、
今
荊
州
也
。
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子
弘
為
従
兄
季
龍
所
殺
自
立
、
子
墾
・
遵
並
為
再
閲
所
殺
。
後
趙
六
王
三
十
四
年
。

　
　
【
河
南
】
後
魏
官
氏
志
、
烏
石
蘭
氏
改
姓
石
。
魏
司
徒
・
蘭
陵
公
石
猛
。
猛
生
鐙
。

　
　
鐙
生
真
素
・
初
平
。
素
生
蔑
。
莫
生
僑
・
遠
・
訥
。
石
僑
生
士
済
、
唐
原
州
総
管
。

　
　
詞
生
金
剛
、
左
司
衛
率
。
初
平
元
孫
抱
忠
、
天
官
侍
郎
、
今
居
號
州
。

（
3
8
）
『
新
唐
書
』
巻
一
七
一
、
石
洪
伝

　
　
石
洪
者
、
字
溶
川
、
其
先
姓
烏
石
蘭
、
後
独
以
石
為
氏
。

（
3
9
）
　
新
旧
両
唐
書
以
前
の
正
史
で
は
、
烏
石
蘭
に
関
す
る
記
載
は

　
　
『
魏
書
』
巻
一
＝
二
、
官
氏
志

　
　
喘
石
蘭
氏
、
後
改
為
石
氏
。

　
（
鳥
石
蘭
は
喘
石
蘭
の
異
訳
。
挑
薇
元
　
前
掲
『
北
朝
胡
姓
考
』
一
四
三
頁
参
照
）
と

上
記
し
た
『
新
唐
書
』
巻
一
七
一
の
記
載
の
み
で
あ
る
。

（
4
0
）
　
「
北
朝
胡
姓
考
』
に
は
、
諌
其
駿
氏
の
説
（
「
編
考
」
『
長
水
集
』
上
　
人
民
出
版

社
　
一
九
八
七
に
再
録
）
に
従
っ
て
、
掲
胡
は
旬
奴
の
別
部
莞
渠
で
、
飼
奴
統
治
下
の

月
氏
族
で
あ
り
、
そ
の
月
氏
が
石
国
を
建
国
し
た
と
も
言
わ
れ
、
掲
族
と
ソ
グ
デ
ィ
ア

　
ナ
地
方
の
石
氏
は
同
族
と
す
る
説
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
今
回
収
集
し
た
墓
誌
中
に
は
、

掲
胡
を
称
す
る
石
氏
は
存
在
し
な
か
っ
た
が
、
本
研
究
に
お
け
る
ソ
グ
ド
人
と
は
ソ
グ

　
デ
ィ
ア
ナ
地
方
を
故
地
と
す
る
人
々
の
後
喬
で
あ
り
、
か
つ
、
出
身
聚
落
に
由
来
す
る

姓
を
有
し
て
い
る
者
を
対
象
と
し
て
い
る
の
で
、
謁
族
が
た
と
え
同
族
で
あ
っ
た
と
し

　
て
も
ソ
グ
ド
人
と
し
て
扱
う
必
要
は
な
い
。

（
4
1
）
　
『
新
唐
書
』
巻
七
四
上
、
宰
相
世
系
表
四
上
、
史
氏

　
　
史
氏
出
自
周
太
史
扶
之
後
、
子
孫
以
官
為
氏
。
漢
有
魯
国
史
恭
。
三
子
、
高
・
曾
・

　
　
玄
。
高
、
大
司
馬
・
楽
陵
安
侯
。
二
子
、
術
・
丹
。
丹
、
左
将
軍
・
武
陽
傾
侯
。
孫

　
　
均
、
均
子
崇
、
自
杜
陵
受
封
漂
陽
侯
、
遂
為
郡
人
。
崇
商
孫
宋
楽
郷
令
壌
。

（
4
2
）
　
『
元
和
姓
纂
』
巻
六
、
史

　
　
周
太
史
史
秩
之
後
。
以
女
弟
為
戻
太
子
良
媒
、
生
史
皇
孫
進
。
進
生
宣
帝
。
恭
子

　
　
高
・
元
。

　
　
【
建
康
史
氏
】
今
隷
酒
泉
郡
、
史
丹
商
孫
後
漢
帰
義
侯
苞
之
後
、
至
晋
永
嘉
乱
、
避

　
　
地
河
西
、
因
居
健
康
。
苞
喬
孫
寧
、
後
周
安
政
公
、
生
祥
、
陪
城
陽
公
。
祥
弟
雲
、

　
期
。
雲
生
令
卿
、
唐
祠
部
郎
中
・
杭
州
刺
史
。

　
【
宣
城
】
丹
孫
均
。
均
子
崇
、
自
杜
陵
受
封
漂
陽
侯
、
遂
為
郡
人
。
崇
商
孫
宋
楽
郷

　
令
壊
。
壌
九
代
孫
務
滋
、
唐
納
言
・
漂
陽
子
。
孫
翻
、
御
史
大
夫
。
又
江
州
史
史
元

　
道
、
又
云
崇
之
後
也
。

　
　
【
高
密
】
史
丹
之
後
、
有
史
曇
。
曇
曾
孫
節
、
唐
礼
部
侍
郎
。

　
　
【
京
兆
】
丹
商
孫
璃
、
留
長
安
。
階
左
領
大
将
軍
万
歳
、
状
称
膿
十
二
代
孫
。
宝
、

　
唐
鄭
州
都
督
原
国
公
。

　
　
【
陳
留
考
城
】
今
隷
曹
州
。
後
漢
京
兆
サ
敵
、
生
弼
。
今
無
聞
。

　
　
【
河
南
】
本
姓
阿
史
那
、
突
豚
科
羅
次
汗
子
、
生
蘇
尼
失
。
入
階
、
封
康
国
公
。
懐

　
徳
郡
王
。
生
大
奈
、
子
仁
表
、
駒
馬
。
生
忠
、
左
騙
衛
大
將
軍
・
醇
国
公
。
忠
生
哺
、

　
宋
州
刺
史
。
哺
生
思
元
、
右
金
吾
大
将
軍
。
思
元
生
震
・
晋
・
巽
・
泰
。
震
、
右
監

　
　
門
将
軍
、
生
弘
・
寧
寂
・
容
。
寧
寂
生
備
。
容
・
翼
王
伝
。
巽
、
光
禄
少
卿
。
泰
、

　
　
蜀
州
刺
史
、
生
寅
・
審
。
審
、
吉
州
刺
史
。

（
4
3
）
森
部
豊
　
前
掲
「
略
論
唐
代
霊
州
和
河
北
藩
鎮
」

（
4
4
）
　
『
新
唐
書
』
巻
二
一
七
上
、
回
鵤
伝
上
、
序
言

　
　
回
統
、
其
先
飼
奴
也
、
俗
多
乗
高
輪
車
、
元
魏
時
亦
量
尚
車
部

　
　
こ
の
記
載
か
ら
北
魏
で
高
車
と
呼
ば
れ
て
い
た
人
々
は
、
そ
の
も
と
は
飼
奴
で
あ
り
、

唐
代
に
は
回
統
（
ウ
イ
グ
ル
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
『
北
朝
胡
姓
考
』

　
で
は
「
賀
抜
」
に
は
、
『
北
史
』
巻
六
、
斉
本
紀
上
や
『
北
斉
書
』
巻
二
、
帝
紀
で

「
斜
抜
」
と
の
異
同
が
あ
る
も
の
の
、
賀
抜
氏
は
高
車
族
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
4
5
）
　
『
北
斉
書
』
巻
一
九
、
賀
抜
允
伝
・
『
周
書
』
巻
一
四
、
賀
抜
勝
伝
・
「
新
唐
書
』

巻
一
、
高
祖
皇
帝
本
紀
、
武
徳
三
年
　
ほ
か

（
4
6
）
　
「
何
弘
敬
墓
誌
」
（
園
回
。
。
①
㎝
威
通
①
．
°
。
）
の
墓
誌
録
文
は
、
森
部
豊
「
『
唐
魏
博

節
度
使
何
弘
敬
墓
誌
銘
』
試
釈
」
（
『
吉
田
寅
先
生
古
稀
記
念
ア
ジ
ア
史
論
集
』
吉
田
寅

先
生
古
稀
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
　
一
九
九
七
）
に
従
っ
た
。

（
4
7
）
　
羅
豊
「
固
原
南
郊
階
唐
中
亜
史
氏
墓
誌
考
釈
（
上
）
」
『
大
陸
雑
誌
』
九
〇
ー
五

　
一
九
九
五

（
4
8
）
　
森
部
豊
　
前
掲
「
『
唐
魏
博
節
度
使
何
弘
敬
墓
誌
銘
』
試
釈
」
一
四
〇
頁



　
　
（
4
9
）
　
盧
兆
蔭
「
何
文
哲
墓
誌
考
釈
－
兼
談
階
唐
時
期
在
中
国
的
中
亜
何
国
人
」
『
考
古
』

瑚
　
　
　
一
九
八
六
1
九

　
　
（
5
0
）
　
『
新
唐
書
』
巻
七
五
下
、
宰
相
世
系
表
五
下
、
曹
氏

　
　
　
　
曹
姓
出
自
纈
項
。
五
世
孫
陸
終
第
五
子
安
、
為
曹
姓
、
至
曹
挾
、
封
之
於
郊
、
為
楚

　
　
　
　
所
滅
、
復
為
曹
姓
。
唐
有
河
南
曹
氏
。

　
　
（
5
1
）
　
『
古
今
姓
氏
轡
辮
誼
』
巻
＝
、
曹

　
　
　
　
今
望
出
謙
国
者
、
漢
丞
相
平
陽
侯
参
始
居
柿
国
誰
県
、
望
出
金
郷
者
、
唐
御
史
中
丞

　
　
　
　
懐
舜
之
後
、
出
斉
郡
亭
山
県
者
、
唐
金
部
郎
中
長
史
之
後
、
出
東
海
者
、
晋
吏
部
尚

　
　
　
　
書
簡
之
後
、
出
陳
留
者
、
晋
陳
留
太
守
同
之
後
、
出
清
河
者
、
晋
清
河
太
守
泓
之
後
、

　
　
　
　
出
鍾
鹿
者
、
魏
太
尉
洪
之
後
。

　
　
（
5
2
）
　
注
（
2
7
）
参
照


